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ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
集
落
も
あ
る
。
不
便
だ
。
過
疎
が
進
み
廃
村
に

追
い
込
ま
れ
た
村
も
あ
る
。
し
か
し
、
豊
か
な
森
林
が
道
路
で
分
断
さ

れ
る
こ
と
が
な
く
、
島
固
有
の
生
物
種
な
ど
の
自
然
が
か
な
り
守
ら
れ

て
き
た
。
も
し
周
回
道
路
が
、
ま
し
て
や
島
を
縦
断
す
る
よ
う
な
道
路

が
で
き
て
い
た
ら
、
島
の
自
然
環
境
は
か
な
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
西
表
島
に
台
風
が
襲
来
す
る
と
、
船
を
所
有
し
て
い
る
多
く
の
住
民

は
、
船
を
川
の
支
流
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
隠
す
。
川
を
遡

さ
か
の
ぼれ

ば
高
波
も

入
っ
て
こ
な
い
し
、
鬱う

っ

蒼そ
う

と
生
い
茂
っ
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
中
で
は
風

も
避
け
ら
れ
る
。
人
工
の
防
災
設
備
よ
り
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
過
酷

な
自
然
に
晒さ

ら

さ
れ
る
ま
ま
に
で
き
あ
が
っ
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
方
が
、

島
の
災
害
の
経
験
値
が
結
果
的
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
へ

た
な
イ
ン
フ
ラ
よ
り
も
頼
り
に
な
る
と
も
言
え
る
。

　
数
々
の
施
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
球
温
暖
化
は
進
行
し
て
い
る
。

今
や
温
暖
化
防
止
に
加
え
て
、
す
で
に
影
響
が
出
始
め
た
気
候
変
動
に
、

ど
う
適
応
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
災
害
の
性
質
や
規

模
は
、
立
地
条
件
や
気
候
条
件
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
ま
で

に
培
わ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
や
技
術
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
別
の
土
地
に
導
入
す
る
こ
と
が
は
た
し
て
正
解
な

の
か

│
場
合
に
よ
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を

持
ち
込
む
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
日
本
は
災
害
大
国
だ
。
季
節
の
変
化
は
大
き
く
、
国
内
の
地
形
や
気

候
も
多
様
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
知
見
や
技
術
を
駆
使
す
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
マ
ッ
チ
し
た
国
際
協
力
や
貢
献
が
で
き
る
は
ず
だ
。

日
本
が
果
た
す
役
割
は
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ほ
ぼ
毎
年
グ
ア
テ
マ
ラ
を
訪
れ
て
い
る
写
真
家
、
西
田
擁
平
さ
ん
と

お
会
い
す
る
機
会
を
得
た
。
グ
ア
テ
マ
ラ
は
中
米
に
位
置
し
、
夏
に
な

る
と
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
影
響
を
受
け
や
す
い
土
地
だ
が
、
こ
こ
数
年
、
そ

の
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
発
達
し
や
す
く
な
り
、
年
々
風
雨
が
強

く
な
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
が
、
西
田
さ
ん
の
見
立
て
は
違
っ
た
。

道
路
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
グ
ア
テ
マ
ラ
と
い
う
国
名
は
、「
森
林
の
大
地
」
を
意
味
す
る
〝
グ

ア
テ
マ
ヤ
ン
〞
と
い
う
言
葉
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
れ

ほ
ど
、
国
土
は
豊
か
な
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
森
林
は
、
山
の
斜
面

に
び
っ
し
り
と
根
の
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
落
ち
葉
が
作
る
ス
ポ
ン
ジ
の
よ

う
な
腐
葉
土
は
雨
水
を
吸
収
し
、
幹
や
枝
は
風
を
和
ら
げ
、
葉
は
一
時

的
に
雨
滴
を
受
け
止
め
て
土
壌
へ
の
急
激
な
浸
水
を
抑
制
す
る
。
こ
の

森
林
の
保
水
力
は
、
土
砂
災
害
や
河
川
水
害
を
緩
和
す
る
作
用
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
に
、
近
年
道
路
が
で
き
た
。
山
中
に
舗
装
道
路
が
通
れ
ば
、
も

ち
ろ
ん
利
便
性
が
向
上
し
、
物
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
経
済
発
展
が

期
待
で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
道
路
は
森
林
を
分
断
し
、
保
水
力
の

連
続
性
が
途
切
れ
て
し
ま
う
。
面
積
に
す
れ
ば
わ
ず
か
で
も
、
災
害
を

緩
和
す
る
力
は
大
き
く
損
な
わ
れ
る
と
い
う
の
が
西
田
さ
ん
の
考
え
だ
。

　
住
民
の
住
宅
に
つ
い
て
も
、
最
近
は
風
雨
に
強
い
石
造
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
も
の
が
増
え
て
き
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
住
宅
は
、
た

し
か
に
自
然
災
害
に
対
し
て
堅
固
で
は
あ
る
が
、
万
一
、
耐
え
き
れ
ず

崩
壊
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
瓦
礫
は
住
民
の
生
命
を
脅
か
す
こ
と

に
も
な
り
、
実
際
に
被
害
が
生
じ
て
い
る
例
も
あ
る
と
い
う
。

　
思
え
ば
、
日
本
で
最
も
台
風
の
影
響
を
受
け
る
場
所
と
い
え
ば
沖
縄

だ
。
中
で
も
、
台
湾
に
近
い
八
重
山
諸
島
に
は
、
沖
縄
本
島
よ
り
も
強

い
勢
力
で
台
風
が
襲
来
す
る
。
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
で
有
名
な
西
表

島
は
、
そ
の
八
重
山
諸
島
に
あ
る
、
沖
縄
県
で
2
番
目
に
大
き
い
島
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
島
を
周
回
す
る
道
路
が
な
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の

集
落
が
道
路
で
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
途
中
か
ら
船
に
乗

プ
ロ
ロ
ー
グ
Vol.  10
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然
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0203 August 2019August 2019



よ
う
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
太
平
洋
に
浮

か
ぶ
サ
ン
ゴ
礁
の
国
キ
リ
バ
ス
で
は
主
要
な
島

と
島
を
結
ぶ
道
路
の
改
修
事
業
に
お
い
て
、
将

来
的
に
海
面
が
上
昇
す
る
こ
と
を
見
越
し
た
道

路
設
計
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

農
業
振
興
事
業
で
は
、
農
家
が
干
ば
つ
や
集
中

豪
雨
の
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
入
手
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し
て
、
農
業
被
害
を
事
前

に
防
ぐ
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

気
候
変
動
対
策
に
貢
献
す
る
要
素
が
組
み
込
ま

れ
た
事
業
の
支
援
総
額
は
、
17
年
に
は
約

7
8
7
0
億
円
と
な
っ
た
。
日
本
政
府
は
20

年
に
は
官
民
合
わ
せ
て
1
兆
3
0
0
0
億
円

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
日

本
の
知
見
も
積
極
的
に
途
上
国
に
生
か
し
て
も

ら
お
う
と
し
て
い
る
。

　
パ
リ
協
定
の
も
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
途
上
国
に
つ

い
て
J
I
C
A
国
際
協
力
専
門
員
の
川
西
正

人
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
途
上
国
が
国
際
的
に
表
明
し
た
削
減
目
標
の

達
成
に
向
け
、
J
I
C
A
は
途
上
国
が
対
策
を

実
行
す
る
た
め
の
国
内
の
法
制
度
整
備
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
ど
こ
で
、
ど

れ
だ
け
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
、
あ
る
い
は

吸
収
さ
れ
て
い
る
の
か
を
正
確
に
測
定
し
、
デ
ー

タ
を
一
覧
に
ま
と
め
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
イ
ン

ベ
ン
ト
リ＊

を
作
成
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

た
め
の
能
力
強
化
も
支
援
し
て
い
ま
す
」

気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
む

全
世
界
の
都
市
と
連
携

　
野
心
的
な
長
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

各
国
政
府
だ
け
で
は
な
く
市
民
、
企
業
、
金
融

途
上
国
の
気
候
変
動
対
策
を

多
角
的
に
支
援

　
2
0
1
5
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
関

す
る
国
際
的
な
取
り
決
め
を
話
し
合
う
「
国
連

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議

（
C
O
P
21
）」
が
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
開
催
さ

れ
、
20
年
以
降
の
気
候
変
動
問
題
に
関
す
る
国

際
的
な
枠
組
み
と
な
る
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ

た
。
パ
リ
協
定
で
は
、
世
界
の
平
均
気
温
の
上

昇
を
産
業
革
命
前
に
比
べ
て
2
度
よ
り
低
く
保

つ
と
と
も
に
、
1
・
5
度
ま
で
に
抑
え
る
努
力

を
し
よ
う
と
い
う
、
野
心
的
な
長
期
目
標
が
掲

げ
ら
れ
た
（
34
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
パ
リ
協
定
で
は
、
こ
れ
ま
で
先
進
国
だ
け
に

課
せ
ら
れ
て
い
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
途

上
国
も
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
画
期
的
と

さ
れ
て
い
る
。
先
進
国
と
同
様
に
途
上
国
も
20

年
以
降
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・
抑
制
目
標
を

定
め
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
長
期
的
な
低
排
出
発
展
戦
略
の
作
成
が

促
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
リ
協
定
で
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
う
緩
和
策
の
み

で
な
く
、
気
候
変
動
の
負
の
影
響
に
適
応
し
て

強
靭
性
を
高
め
る
適
応
策
の
強
化
も
目
的
と
し

て
お
り
、
各
国
に
は
適
応
策
に
関
す
る
計
画
の

策
定
と
実
施
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
J
I
C
A
に
よ
る
途

上
国
へ
の
気
候
変
動
に
関
す
る
協
力
も
多
様
化

し
て
い
る
。
J
I
C
A
は
運
輸
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

農
業
、
防
災
、
森
林
保
全
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
い
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
段
階
か
ら
、
可
能
な
か
ぎ
り

気
候
変
動
対
策
に
貢
献
す
る
要
素
を
組
み
込
む

機
関
、
地
方
自
治
体
な
ど
多
様
な
主
体
の
努
力

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
都
市
に
お

け
る
気
候
変
動
対
策
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

産
業
や
人
口
が
集
積
す
る
都
市
は
、
世
界
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
排
出
し
て

い
る
か
ら
だ
。
J
I
C
A
は
、
気
候
変
動
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
世
界
の
大
都
市
を
中

心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
世
界
大
都
市
気
候

先
導
グ
ル
ー
プ
（
C
40
）」
と
、
東
南
ア
ジ
ア

の
大
都
市
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策
支
援
の
た

め
の
連
携
協
力
協
定
を
締
結
。
タ
イ
の
バ
ン
コ

ク
都
で
は
気
候
変
動
対
策
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

作
成
や
実
施
を
（
8
ペ
ー
ジ
参
照
）、
ベ
ト
ナ

ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
努
力
や
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
作
成
な
ど
を
支
援
し

て
い
る
。

「
自
治
体
、
企
業
、
研
究
機
関
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
、

速
や
か
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
効
果
を
上
げ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、
川
西
さ
ん

も
世
界
の
大
都
市
と
の
連
携
強
化
に
期
待
を
寄

せ
る
。

　
ま
た
、
J
I
C
A
は
途
上
国
の
気
候
変
動

対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
各
国
が
拠
出
し
た

「
緑
の
気
候
基
金
（
G
C
F
）」
の
認
証
機
関
と

し
て
17
年
に
承
認
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
以
外
の
外
部
資
金

を
得
て
気
候
変
動
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形

成
・
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
途
上
国
の
気
候
変

動
対
策
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一
つ
と
し
て
、
G
C
F
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

＊国が１年間に排出・吸収する温室効果ガスの量を取りまとめたデータ（環境省）。

写真 ： 吉田亮人

地球の
未来のために

気候変動対策特集

2020年以降の気候変動に関する国際的な枠組みにパリ協定がある。
すでに世界の国々の間で取り組みが進められている今、

JICAも新たな気候変動対策のプロジェクトに力を注いでいる。
文⃝松井健太郎

慢性的な渋滞による自動車からの温室効果ガス排出が問題となっているタイ。大雨が降ると冠水する道路も多い。
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こ
と
。
国
、
都
市
、
企
業
、
そ
し
て
、
個
人

レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
川
西
さ
ん
は
話
す
。

　
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
将
来
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
て
も
、
そ
れ
ま
で
に
排
出
さ
れ
た

ガ
ス
は
、
そ
の
後
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
大

気
中
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
地
球
温

暖
化
は
進
ん
で
い
く
。
一
刻
も
早
い
対
策
が

必
要
だ
。
そ
ん
な
現
状
を
憂
え
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
高
校
生
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ

ん
の
気
候
変
動
対
策
に
対
す
る
抗
議
行
動
を

き
っ
か
け
に
、世
界
1
2
0
か
国
で「
ス
ク
ー

ル
ス
ト
ラ
イ
キ
」
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
未

来
を
担
う
若
者
た
ち
が
声
を
上
げ
始
め
た
。

地
球
市
民
一
人
ひ
と
り
が
現
状
を
見
つ
め
直

し
、
気
候
変
動
問
題
に
立
ち
向
か
う
時
が
す

で
に
来
て
い
る
の
だ
。

国
、都
市
、企
業
、個
人
―
―

さ
ら
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
!

　
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
I
P
C
C
）
第
5
次
評
価
報
告
書
で
は
、

適
切
な
気
候
変
動
対
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

自
然
災
害
や
感
染
症
被
害
の
増
大
、
自
然
資

源
や
食
糧
の
枯
渇
・
欠
乏
、
生
物
種
・
生
態

系
の
減
少
、
海
面
上
昇
に
よ
る
洪
水
な
ど
が

深
刻
化
す
る
と
い
う
主
要
な
リ
ス
ク
が
示
さ

れ
て
い
る
。

「
パ
リ
協
定
に
は
、
今
世
紀
後
半
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
と
森
林
な
ど
に
よ
る
吸
収

量
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ

れ
の
生
活
を
見
直
さ
な
い
か
ぎ
り
持
続
可
能

な
経
済
活
動
や
暮
ら
し
は
で
き
な
い
と
い
う

適 緩
温室効果ガスの
排出削減と
吸収に取り組む
緩和策

気候変動による
負の影響に
備える
適応策

増える
“温室効果ガス”

欧州
 2か国2案件

気候変動対策には
大きくふたつがある
　気候変動対策は「緩和策」と「適応策」に大別される。今後の
さらなる地球温暖化の進行を抑えるため、温室効果ガスの排出を
減らす、あるいは温室効果ガスを吸収する対策を「緩和策」、すで
に生じている気候変動の負の影響に対して、その被害を最小限に
抑える対策を「適応策」と呼ぶ。また、緩和策・適応策にまたがる
横断型のプロジェクトもある。

　産業革命以前から今日までの世
界の気温変化の傾向は、10年に
約0.2℃ずつ上昇して、2030~2052
年の間には＋1.5℃に達するとい
われている。一方、2030年までに
CO2排出量を45%削減、50年まで
に正味ゼロにできれば、気温上昇
を1.5℃以下に抑えることは不可
能ではないとも報告されている。も
し効果的な対策を何も講じること
ができなければ、今世紀末の気温
は最大4.8℃上昇してしまう。

出典：気候変動に関する政府間パ
ネル（IPCC）「第5次評価報告書」、
「1.5℃特別報告書」。
「全国地球温暖化防止活動推進
センターウェブサイト」（https://www.
jccca.org/）をもとに作成。

　世界の森林面積は1990年から
2015年の間に41億haから40億
ha弱へと3.1％減少している。高所
得国は植林を行って面積を増加さ
せているものの、所得の低い国々
は、森林を農地に転用したり、燃料
として伐採したりするなどして面積
を減少させている傾向がある。森
林は大気中のCO2を吸収して地球
温暖化の進行を和らげる働きがあ
り、減少すれば温室効果ガスの濃
度は高くなってしまう。生物多様性
に与える影響や土砂崩れなど二次
被害も懸念されている。

出典：国際連合食料農業機関（FAO）
「世界森林資源評価」（2015）

　1901~2010年の間に世界の平
均海面水位は19cm上昇した。こ
のまま今世紀末まで地球温暖化
が進むと、海は1986年~2005年
の間と比較して、水温の上昇と熱
膨張、氷河の融解などにより最大
82cm上昇すると予測されている。
海沿いにある海抜の低い地域や
島しょ国では冠水被害が増え、砂
浜の流失なども起きる。

出典：気候変動に関する政府間パネ
ル（IPCC）「第5次評価報告書」。
「全国地球温暖化防止活動推進
センターウェブサイト」（https://www.
jccca.org/）をもとに作成。

　地球温暖化のおもな原因と考
えられているのが、地表から出る
熱を吸収し、温度を保つ性質を持
つ温室効果ガス。代表的なもの
に炭素を燃やすことで発生する
CO2（二酸化炭素）がある。技術
革新が進んだ産業革命以降、人
間は化石燃料を燃やし、森林伐
採などを続けてきた。それに伴い
温室効果ガスの排出量が増え、
地球はより熱のこもりやすい状態
になっている。

1963年、大阪府生まれ。2005年から
現職。10年から15年までインドネシア
「気候変動対策能力強化プロジェク
ト」チーフアドバイザー。その間「気
候変動対策プログラム・ローン」の実
施にも関わるなど、おもに気候変動分
野の業務に携わる。工学博士（茨城
大学）。CFA認定証券アナリスト。

JICA国際協力専門員（地球環境）
川西正人（かわにし・まさと）さん

中東
 4か国7案件

アフリカ
 7か国12案件

アジア
 13か国53案件

大洋州
 6か国6案件

中南米
 7か国10案件

アフリカ
 7か国12案件

温室効果ガス排出量
実質ゼロ達成のために

森林
3.1％減

気温
最大4.8度上昇

海面水位
最大82cm上昇

自国（スウェーデン）の気候変動対策に声を上げた
高校生のグレタ・トゥンベリさん。ひとりで始めた抗議
ストは欧州から世界へと広がり、同世代の若者たち
が地球の未来を考えるきっかけとなった。

19700

10

20

30

40

50

GtCO2 eg/yr

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

＋1.3%/年
1970~2000

27Gt
33Gt

38Gt
40Gt

49Gt

＋2.2%/年
2000~2010

2000~2010年の期間の

排出増加量が
より大きい

温室効果ガス排出の年間総計の推移（人為起源）

出典：気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「第5次評価報告書」、
「全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト」（https://www.jccca.org/）をもとに作成。

Liv Oeian / Shutterstock.com

（例）●干ばつ対策（水資源管理、灌漑等）
 ●治水対策、早期予警報システム
 ●感染症対策（昆虫媒介、水系）
 ●農作物の品種改良（高温耐性等）
 ●生態系・生物多様性の保全

（例）●低・脱炭素社会構築
 ●省エネ対策、再エネ導入
 ●交通や都市・地域開発
 ●森林減少の抑制
 ●廃棄物管理
 （メタンガス排出の抑制）

できることを
実行しましょう

エネルギーの脱炭素化
再生可能エネルギーの最大限活用、二酸化炭素
回収・貯留（CCS）、ガソリン車から電気自動車へ。

Goal 1

エネルギーの効率的利用
（省エネルギー）
製品単位での省エネ、生産プロセスでの省エ
ネ、社会全体の省エネ（産業構造の変化）。

Goal 2

エネルギー需要を
徐々に減らす
プラスチック製品の3R（リデュース、リユース、リ
サイクル）など材料の利用の変革。エネルギー
を地産地消できる循環型の街造り、人の住み
方や働き方などのライフスタイルの変革。

Goal 3

森林保全や、CO2以外の
温室効果ガス対策
森林管理・植林、フロンガスの回収、農業部
門での施肥など亜酸化窒素の排出削減。

Goal 4

JICAによる途上国への
気候変動対策の協力数は、

 39か国、137案件
2017年、気候変動対策プロジェクトの実績

　JICAは途上国とともに気候変動対策を積極的に推し
進めている。関連する分野はエネルギー、水・衛生、イン
フラ（交通・都市開発）、農業、防災、森林、環境政策、
廃棄物管理など多岐にわたっている。

日本
JICAは
研修員の受け入れを実施

47コース

Fガス（代替フロン等3ガス） N2O（亜酸化窒素 : 窒素肥料の使用や工業活動によって放出される） 
CH4（メタン : 天然ガスの主成分） CO2（産業プロセス起源） CO2（化石燃料燃焼起源）

（効果的な対策を講じなかった場合）

06August 201907 August 2019



2004年に開業した地下鉄ブルーライン。パープルライン（16年開業）と合
わせて1日平均約37万人が利用する。

と
の
関
係
も
密
接
で
、
2
0
0
9
年

か
ら
職
員
の
研
修
を
受
け
入
れ
、「
バ

ン
コ
ク
都
気
候
変
動
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
0
1
3-

2
0
2
3
」
と
呼
ば
れ
る

基
本
計
画
の
策
定
に
も
協
力
し
た
。
黒

水
さ
ん
は
B
M
A
の
専
門
の
部
署
で

あ
る
気
候
変
動
戦
略
室
と
と
も
に
、
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
施
能
力
を
向
上
さ

せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
し
、
タ
イ

政
府
や
民
間
な
ど
関
係
者
と
の
連
携
を

進
め
て
い
る
。

交
通
分
野
を
中
心
に

G
H
G
排
出
削
減

　
基
本
計
画
で
は
、
交
通
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
廃
棄
物
・
排
水
処
理
、
都
市
緑

化
の
4
分
野
で
の
G
H
G
排
出
削
減

の
方
針
が
定
め
ら
れ
、
20
年
に

B
A
U＊
2

比
13
・
57
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

G
H
G
排
出
削
減
目
標
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。

　
今
年
5
月
に
発
表
さ
れ
た
中
間
報
告

気候変動対策
地球の未来のために

特集

横浜市で鉄道や高速道路など都
市交通の整備事業を担当したの
ち、温暖化対策担当課の初代課
長に。2018年5月からJICA専門家と
してバンコクに赴任。「気候変動は
100年単位の長い闘い。その武器
となる施策を継続的に実施していく
ことが重要です」。

チーフアドバイザー
黒水公博（くろみず・きみひろ）さん

気
候
変
動
対
策
は

都
市
の
魅
力
を
高
め
る

「
国
土
の
中
で
も
温
室
効
果
ガ
ス

（
G
H
G＊1
）
の
排
出
量
が
多
い
の
は
、

人
口
が
多
く
、
経
済
活
動
が
活
発
な
都

市
部
で
す
。
パ
リ
協
定
は
国
家
間
の
約

束
で
あ
る
た
め
、
バ
ン
コ
ク
な
ど
の
地

方
自
治
体
に
排
出
削
減
の
義
務
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大

都
市
が
排
出
削
減
を
実
現
で
き
れ
ば
、

国
全
体
の
削
減
に
直
結
し
ま
す
。
ま
た
、

大
気
汚
染
や
交
通
渋
滞
の
な
い
都
市
を

造
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
都
市
の
空

間
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
」

　
そ
う
語
る
の
は
、
横
浜
市
か
ら
気
候

変
動
対
策
の
専
門
家
と
し
て
バ
ン
コ
ク

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
黒
水
公
博
さ
ん
だ
。

横
浜
市
は
以
前
か
ら
温
暖
化
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
方
自
治
体

の
ひ
と
つ
。
バ
ン
コ
ク
都
庁（
B
M
A
）

で
は
、
16
年
の
G
H
G
排
出
量
が
13

年
よ
り
2
・
55
パ
ー
セ
ン
ト
減
り
、
16

年
の
B
A
U
と
比
較
す
る
と
8
・
71

パ
ー
セ
ン
ト
下
回
る
な
ど
、
取
り
組
ん

で
き
た
対
策
が
着
実
に
成
果
を
出
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
黒
水

さ
ん
は
特
に
交
通
分
野
で
の
削
減
が
大

き
か
っ
た
と
い
う
。

　
慢
性
的
な
渋
滞
に
よ
る
自
動
車
か
ら

の
G
H
G
排
出
が
問
題
だ
っ
た
バ
ン

コ
ク
だ
が
、
過
去
20
年
間
で
都
市
鉄
道

の
整
備
が
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

現
在
は
J
I
C
A
が
支
援
し
た
地
下

鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
、
高
架
鉄
道
パ
ー
プ

ル
ラ
イ
ン
を
含
め
5
路
線
が
運
行
し
て

い
る
。
21
年
に
は
新
路
線
レ
ッ
ド
ラ
イ

ン
が
開
通
す
る
な
ど
、
今
後
も
鉄
道
網

は
拡
大
す
る
予
定
だ
。

「
鉄
道
を
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
鉄
道
利
用
を
促
進
し
、
車
か
ら

の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
駅

と
周
辺
の
建
物
を
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

（
空
中
歩
道
）
で
直
接
つ
な
げ
る
な
ど
、

鉄
道
の
利
用
を
促
す
都
市
造
り
も
、
バ

ン
コ
ク
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」

　
通
行
す
る
車
両
台
数
を
逐
次
計
測
し

て
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
複
数
の

信
号
機
を
連
携
し
て
切
り
替
え
る
こ
と

で
渋
滞
を
緩
和
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト＊

3

も

進
め
ら
れ
て
い
る
。
五
つ
の
信
号
機
が

あ
る
約
1
キ
ロ
の
直
線
区
間
で
、
計
測

用
の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
テ
ス
ト
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
車
の
流
れ
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
平
均
速
度
が
上
が
っ
た
。

今
後
は
周
辺
の
道
路
に
ま
で
拡
大
す
る

Kingdom of Thailand

タイ

ASEAN地域の経済をリードするタイ。日本
の支援は1954年に始まり、橋梁・鉄道・
空港などのインフラ整備や大学教育な
ど、同国の発展を多方面で支えている。

国名  ：タイ王国
通貨 ： バーツ
人口 ：6,572万人

（2015年、タイ国勢調査）
公用語 ：タイ語

適 緩
人口が多く経済活動も盛んな都市は、それだけ多くの温室効果ガスを排出する。

東南アジア有数の大都市バンコクは、
JICAとともにさまざまな気候変動対策を推し進めている。

大都市バンコクを冷やせ！
バンコク都気候変動マスタープラン2013-2023実施能力強化プロジェクト
2017年12月～2022年12月

案件名

文⃝光石達哉  写真⃝吉田亮人

高架鉄道の下に設けられたスカイウォーク
（空中歩道）。周囲のビルの2～3階と接
続することで、市民の鉄道利用を促進す
る。道路を横断する歩行者も減るので、渋
滞や交通事故の減少も期待できる。

多くの人が
利用する

首都：
バンコク

＊1 GHG＝Greenhouse Gasの略。
＊2 BAU＝Business As Usualの略。気候変動対策を講じない場合を示す。＊3 モデル地域交通管制システムの構築を通じたバンコク都交通渋滞改善プロジェクト。

　横浜市は2008年に温暖化対策事業本
部（現・統括本部）を設け、日本の自治体
の中でもいち早くGHG削減に取り組んでき
た。交通政策のほか太陽光パネルとLEDを
利用した独立式街灯を増設したり、小学校
に太陽光パネルと大容量リチウム電池を設
置して遠隔管理をすることにより電力のピー
クカットに資するほか、災害時の電源として
も活用できるバーチャルパワープラントの導
入など先進的な取り組みを進めている。

通行する車両台数を
計測するカメラ。バン
コク市中心部のラー
マ6世通り、約1キロの
直線区間で信号機を
系統制御するテストを
行い、渋滞暖和の効
果が見られた。

緩

都
市
の

渋
滞
を
減
ら
す

横浜市

温暖化対策の先進都市
取り組みを参考に
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名古屋大学工学研究科准教授の中村晋一郎さん。大雨によっ
て渋滞が激化するとの仮説のもとに、降雨、洪水、交通量のビッ
グデータを組み合わせて分析する。

適

緩
「BMAは以前から気候変動問題に取り組
み続けていますが、日本での研修やJICA専
門家との協力を通じて、職員のモチベーショ
ンも高まり、知識やスキルが強化されまし
た。JICA支援の大きな成果は、基本計画の
実施を促進するために環境局の中に気候
変動戦略室が設立されたことや、関連部署
との連携を強化しながら気候変動対策の
活動に取り組んでいることに表れています」

BMA環境局 副局長
パニナート・タナーアピナンさん

タイ道路局で交通監視システムを視察。ひと目で多くの道路を確認できる。

気
象
災
害
に
強
い
都
市
造
り
も
重
要
だ
。

タ
イ
の
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
、
東
京
大
学

な
ど
両
国
の
大
学
・
研
究
機
関
に
よ
る

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト＊

4

で
は
19
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
、
将
来
の
災
害
被
害
を
抑

え
る
た
め
の
方
策
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ひ
と
つ
、
名
古
屋
大
学
准
教
授

の
中
村
晋
一
郎
さ
ん
ら
が
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
チ
ー
ム
で
は
、
大
雨
・
洪
水
が

都
市
交
通
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研

究
。
バ
ン
コ
ク
に
60
か
所
設
置
さ
れ
た

降
雨
計
や
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
の
G
P
S

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
大
雨
・
洪
水
と
渋
滞
の
関
連
性

を
探
っ
て
い
る
。

「
ど
の
道
路
が
冠
水
す
る
か
、
冠
水
に

よ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
車
の
ス
ピ
ー
ド
が

落
ち
る
の
か
が
デ
ー
タ
と
し
て
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
ど
の
道
路
の
排
水
を
よ

く
す
る
か
に
つ
い
て
順
位
づ
け
が
で
き

る
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
に
も
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
中
村
さ
ん
は
語
る
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
の
最
先
端
の
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
バ
ン
コ
ク
に
伝
え
て
き
た

が
、
今
後
は
市
民
へ
の
教
育
も
重
要
だ

と
黒
水
さ
ん
は
訴
え
る
。

「
こ
の
ま
ま
気
候
変
動
が
進
む
と
、
子

ど
も
た
ち
の
時
代
に
大
き
な
影
響
が
及

び
ま
す
の
で
、
特
に
子
ど
も
た
ち
へ
の

環
境
教
育
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま

す
」

予
定
だ
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
ビ
ル
の
電

力
消
費
を
削
減
す
る
こ
と
で
G
H
G

排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
B
M
A
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
庁

舎
の
改
修
を
行
い
、
照
明
の
L
E
D

へ
の
切
り
替
え
や
、
高
効
率
の
冷
房
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
今
後
は
区
役
所
、

学
校
、
病
院
な
ど
他
の
公
共
の
建
物
に

も
省
エ
ネ
対
策
を
施
し
て
い
く
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
一
部
の
民
間
大

型
ビ
ル
の
協
力
を
得
て
、
立
ち
入
り
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
L
E
D
や
高

効
率
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
式
冷
房
を
導
入

し
て
い
る
ビ
ル
も
少
な
く
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
今
後
は
、
省
エ
ネ
に
配
慮

し
た
設
備
更
新
を
ど
の
よ
う
に
促
し
て

い
く
か
が
課
題
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
B
M
A
環
境
局
大
気
騒

音
管
理
部
部
長
の
テ
ム
シ
リ
・
ジ
ョ
ン

プ
ン
ポ
ン
さ
ん
は
、「
B
M
A
は
基
本

計
画
に
基
づ
い
て
46
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
関
連
で
は
、

ご
み
焼
却
で
発
生
し
た
熱
を
発
電
に
利

用
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
5
月
か
ら
、
2
年
間
で
バ
ン

コ
ク
に
10
万
本
の
木
を
植
え
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
」
と
、
同
都
市
は
多
岐

に
わ
た
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で

洪
水
と
渋
滞
の
関
係
を
探
る

　
気
候
変
動
対
策
で
は
G
H
G
排
出

削
減
と
と
も
に
、
大
雨
・
洪
水
な
ど
の

＊4 地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）。タイ国における統合的な気候変動順応戦略の共創推進に関する研究。

庁舎のリノベーション責任者であるアラヤシリさん。後ろにあるのは、新たに導入された高効率の集中冷房システム。

バンコク都庁（BMA）公共事業局の庁舎。約2年かけて
省エネ対策を含むリノベーションを行い、今後は太陽光
パネルも設置予定だ。

気候変動対策の一環として、
バンコク都心の公園整備等
の都市緑化も進められてい
る。都市緑化は、快適性の
向上やヒートアイランド抑制
効果なども期待されている。

昨年設立された気候変動戦略室室長のセムスック・ノッパンさん
（写真左）と大気騒音管理部部長のテムシリ・ジョンプンポンさん。

バンコクの運河を往復する乗合ボートも多くの市民が利用する。鉄道同
様、水上交通は自動車に代わる公共交通の手段として開発・改善が進
められている。

バンコクのカセサート大学にJICAの支援で設置された気候変動データセンター。タイ全土
の降雨、河川流量、土壌水分、ダム水位などのデータがリアルタイムで集まる。

大雨が降ると冠水する道路も多いバンコクだが、ポンプや排水
路などの整備に課題を抱える。

気温の上昇を
抑える

都市データを
把握！

電力消費を
大きく削減！

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

ク
リ
ー
ン
な
都
市
を

災
害
に
強
い

都
市
を
造
る

「昨年、横浜市で気候変動対策の研修に参加し
ました。横浜はきれいな街で、多くの人が自転車を
利用していて温室効果ガス削減にも効果があると
思いました。信号システムも優れていて、BMAが取
り組もうとしているプロジェクトの参考になりました」

気象水文情報システムの開発構築
チームのリーダー。「このサーバーに
は、宇宙航空研究開発機構（JAXA）
から気象衛星ひまわりの画像データ
も送られてきます。過去のデータとの
比較もでき、外部の研究者もインター
ネット経由でアクセスできるようになっ
ています」。

「以前の集中冷房システムは30年以上前
の古いもの。エネルギー効率のよい新システ
ムに入れ替えたことで電力消費量は30％削
減されました。また照明の電力もLEDへの交
換で20～30％抑えられました。そのほかにも
トイレの節水化など、JICAや横浜市からは多
くの技術やノウハウを学びました」

BMA公共事業局 衛生技師
マナスウィ・アラヤシリさん

BMA気候変動戦略室 室長
セムスック・ノッパンさん

カセサート大学 助教授
チャイポン・ジャイカエオさん

気候変動対策へのモチベーションがアップ
Interview

気候変動対策
地球の未来のために

特集
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開
発
分
野
で
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
農
業
分
野
で
も
、
エ
チ
オ
ピ
ア

で
は
気
候
変
動
に
よ
っ
て
農
作
物
に
被

害
が
出
た
と
き
の
補
償
と
な
る
保
険
制

度
の
整
備
、
収
入
向
上
に
よ
る
農
家
の

体
力
強
化
、
ス
ー
ダ
ン
で
は
灌
漑
能
力

の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
エ
チ
オ
ピ
ア
や
マ
ラ
ウ
イ
で

は
、
砂
漠
化
防
止
に
つ
な
が
る
森
林
保

全
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
な
か
で
も

ケ
ニ
ア
の
取
り
組
み
は
意
欲
的
だ
。

森
林
の
拡
大
に

取
り
組
む
ケ
ニ
ア

　
ケ
ニ
ア
の
国
土
は
約
80
パ
ー
セ
ン
ト

が
乾
燥
・
半
乾
燥
地
で
、
森
林
率
は
わ

ず
か
約
7
パ
ー
セ
ン
ト
。
し
か
も
国
内

の
1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
量
の
約
7
割
は

　

サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
で
は
、
気
候

変
動
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
洪
水
や
豪
雨
の

頻
度
が
増
え
る
一
方
、
砂
漠
化
・
干
ば

つ
も
深
刻
化
。
人
間
の
安
全
保
障
が
脅

か
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
な
か

で
も
サ
ヘ
ル
・
ア
フ
リ
カ
の
角
地
域
は

砂
漠
化
の
影
響
が
大
き
い
。
J
I
C
A

地
球
環
境
部
の
三
浦
真
理
さ
ん
が
見
せ

て
く
れ
た
地
図
で
は
、
そ
の
地
域
は
ほ

ぼ
茶
色
一
色
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
砂
漠
化
に
対
し
、
各
国
は

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
。

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
や
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で

は
干
ば
つ
に
な
っ
て
も
水
が
確
保
で
き

る
よ
う
に
深
い
井
戸
を
掘
る
、
貯
水
技

術
を
上
げ
る
、
ま
た
ケ
ニ
ア
で
は
渇
水

時
に
水
を
み
ん
な
で
活
用
で
き
る
ル
ー

ル
を
作
る
と
い
っ
た
水
資
源
・
地
下
水

気候変動対策
地球の未来のために

特集

を
説
明
す
る
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
の

は
家
具
な
ど
の
素
材
と
し
て
よ
く
使
わ

れ
る
メ
リ
ア
と
、
薪
や
炭
に
活
用
さ
れ

る
ア
カ
シ
ア
の
2
種
。
ま
っ
す
ぐ
伸
び

る
、
硬
い
、
生
育
が
早
い
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
優
れ
た
特
徴
を
持
ち
、
乾
燥
地
で

も
丈
夫
に
育
つ
活
用
し
や
す
い
改
良
品

種
を
作
り
、
植
林
を
始
め
て
い
る
。
ケ

ニ
ア
森
林
研
究
所
の
研
究
員
は
、「
改

良
品
種
の
生
育
は
と
て
も
早
く
、
従
来

品
種
よ
り
大
き
く
育
ち
ま
す
。
こ
の
木

を
植
え
て
い
け
ば
、
森
林
率
の
増
加
が

実
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
語
る
。
改
良
し
た
木
の

苗
は
、
1
年
間
林
業
に
つ
い
て
学
べ
る

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ク
ー

ル
な
ど
で
植
林
・
育
成
す
る
ほ
か
、
ケ

ニ
ア
の
林
業
関
係
の
民
間
企
業
へ
も
有

償
で
提
供
し
、
植
林
を
進
め
て
い
る
。

地
域
で
対
処
す
る

　
こ
の
よ
う
に
、
気
候
変
動
に
は
各
国

薪
や
炭
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
適
切

な
森
林
保
全
・
管
理
は
つ
ね
に
大
き
な

課
題
だ
っ
た
。
し
か
し
、
植
林
し
て
も

乾
燥
で
木
が
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
ケ
ニ
ア
は
2
0
1
0

年
に
制
定
し
た
新
憲
法
で
、
30
年
ま
で

に
森
林
率
を
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
と

定
め
た
。「
し
か
も
大
統
領
が
そ
の
目

標
達
成
を
22
年
に
前
倒
し
す
る
こ
と
を

決
め
た
の
で
、
環
境
・
森
林
省
の
意
欲

は
と
て
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
三

浦
さ
ん
は
言
う
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
J
I
C
A
は「
持

続
的
森
林
管
理
の
た
め
の
能
力
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
複

数
の
取
り
組
み
が
同
時
並
行
で
行
わ
れ

て
い
て
、
な
か
で
も
林り

ん

木ぼ
く

育
種
事
業
へ

の
期
待
は
高
い
。「
林
木
育
種
と
は
、

木
の
品
種
改
良
の
こ
と
。
日
本
の
林
木

育
種
セ
ン
タ
ー
と
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所

が
協
力
し
て
、
乾
燥
に
強
い
品
種
を
開

発
し
て
い
ま
す
」
と
三
浦
さ
ん
は
事
業

適
世界の中で、気候変動の影響をもっとも受けるといわれるアフリカ。
なかでも、サハラ砂漠以南のサブサハラ地域への影響は大きい。

統合水資源管理、村落給水、干ばつ対策、
持続的森林管理、農業生産性向上などの適応策を

戦略的に連動させ、国家やコミュニティが柔軟に対応できる力を
強化しようという試みが始まっている。

サブサハラアフリカ、
気候変動との闘い

ケニア 持続的森林管理のための能力開発プロジェクト
2016年6月〜2021年6月
サヘル・アフリカの角 砂漠化対処による気候変動レジリエンス強化イニシアティブ（AI-CD）
2016年8月（TICADⅥ）〜2022年（TICAD8）

案件名

森林研究・開発事業の拠点となっているケニア
森林研究所。日本政府の支援で設立され、30年
以上の歴史がある。

70人以上の関係者がナ
イジェリアに集まって開
催されたAI-CDのワーク
ショップ。

種子から苗木を作り、ある程度育ったら植林地に植え
る。苗木作りも大切な仕事だ。

住民は植林事業の重要な担い手だ。女性のエンパワーメント（能力開発）にもつながる。

品種改良したメリアの果実。中に数個の種子がある。

数年で大きく成育したメリア。「乾燥に強く、成育のよい郷土樹種（もともとその地域に自生していた
種類の樹木）の育種が順調に進んでいます」と日本の林木育種センターの担当研究者。   

  
  

 

  
  

サヘル

アフリカの角

種子から育てるほかに、接ぎ木で苗木を増やす試み
も行っている。

セネガル（拠点国）、ブルキナファソ、カメルーン、チャド、
マリ、モーリタニア、ニジェール、ナイジェリア

ケニア（拠点国）、ジブチ、エリトリア、エチ
オピア、ソマリア、南スーダン、スーダン

ケニア

セネガル

AI-CD参加国

生育が早い！

この木が砂漠化を
防ぎます

が
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
サ
ヘ
ル
・
ア

フ
リ
カ
の
角
地
域
の
15
か
国
が
一
丸
と

な
っ
て
砂
漠
化
に
対
処
す
る
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
A
I-

C
D
）
が
16
年

の
第
6
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
T
I
C
A
D
Ⅵ
）
で
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
地
域
全
体
で
課
題
に
取
り
組
み
、

経
験
や
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
水

資
源
管
理
、
干
ば
つ
化
対
策
、
森
林
管

理
、
農
業
生
産
性
の
向
上
な
ど
の
対
応

策
を
連
動
さ
せ
、
事
業
を
よ
り
効
果
的

に
実
施
で
き
る
。
さ
ら
に
国
際
社
会
の

関
心
も
高
ま
り
、
資
金
も
集
め
や
す
い
。

　

基
本
は
15
か
国
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的

に
砂
漠
化
対
処
策
を
模
索
す
る
が
、
セ

ネ
ガ
ル
と
ケ
ニ
ア
が
拠
点
国
に
な
り
、

お
た
が
い
に
協
力
し
て
い
く
。「『
山
に

登
る
と
き
に
、
ケ
ニ
ア
だ
け
が
先
に
進

み
頂
上
に
到
達
し
て
も
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
ほ
か
の

国
々
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
助
け
合
い
な

が
ら
み
ん
な
で
頂
上
に
到
達
し
た
い
』

と
い
う
ケ
ニ
ア
の
担
当
者
の
言
葉
が
そ

の
理
念
を
表
し
て
い
ま
す
」
と
三
浦
さ

ん
。
今
年
8
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る

T
I
C
A
D
7
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

「
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
気

候
変
動
と
の
闘
い
」
で
は
、
科
学
的
知

識
に
基
づ
い
た
最
新
情
報
を
ベ
ー
ス
に

関
係
者
間
で
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
る

予
定
だ
。
気
候
変
動
に
地
域
で
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
注
目
し
た
い
。
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流
域
全
体
を
見
て

大
洪
水
に
備
え
る

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

最
大
の
都
市
ダ
バ
オ
市
は
、
台
風
の
進

路
か
ら
外
れ
た
場
所
に
あ
り
、
従
来
は

洪
水
被
害
が
少
な
い
地
域
だ
っ
た
。
し

か
し
2
0
1
1
年
と
13
年
に
大
雨
の

影
響
で
市
内
を
流
れ
る
ダ
バ
オ
川
が
氾

濫
し
、
17
年
に
は
強
い
台
風
に
よ
っ
て

約
2
万
3
0
0
0
世
帯
が
被
害
を
受

け
る
な
ど
、
近
年
は
気
候
変
動
の
影
響

と
見
ら
れ
る
洪
水
災
害
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
J
I
C
A
の
協
力
の
も
と
、

ダ
バ
オ
市
に
お
け
る
治
水
対
策
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
を
統
括
す
る
森
田
健

治
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
気
象
庁
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
の
熱
帯
低
気
圧
の
発
生
頻
度
は
現

状
維
持
も
し
く
は
減
少
す
る
も
の
の
、

勢
力
は
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
住
民
へ

の
聞
き
取
り
で
も
、
以
前
よ
り
強
い
雨

衛
星
画
像
分
析
を
も
と
に

総
合
的
な
取
り
組
み
を

　

1
0
0
0
万
人
以
上
が
暮
ら
す
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
ア

ジ
ア
有
数
の
大
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
。

人
口
集
中
が
進
む
一
方
で
、
地
下
水
の

過
剰
揚
水
を
一
因
と
し
て
、
北
部
で
は

1
9
7
0
年
以
降
最
大
4
メ
ー
ト
ル

以
上
の
地
盤
沈
下
が
発
生
し
て
い
る
。

地
盤
沈
下
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
を
含

む
広
範
囲
で
見
ら
れ
、
洪
水
・
高
潮
な

ど
の
水
害
リ
ス
ク
を
高
め
、
物
流
の
停

滞
な
ど
社
会
経
済
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

ま
た
気
候
変
動
が
進
む
い
ま
、
大
雨
や

海
面
上
昇
が
引
き
起
こ
す
洪
水
や
高
潮

に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
そ
の
近
郊

が
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

「
実
は
、
東
京
も
70
年
代
ま
で
は
地
下

水
の
く
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
対
策
を
行
っ
て

き
た
経
験
を
生
か
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
降
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
」

　

川
の
氾
濫
を
防
ぐ
に
は
、
河か

道ど
う

を
掘

削
す
る
、
堤
防
を
整
備
す
る
、
遊
水
池

や
ダ
ム
あ
る
い
は
放
水
路
を
造
る
な
ど

の
手
段
が
あ
る
。
日
本
の
技
術
力
が
あ

れ
ば
工
事
自
体
は
難
し
く
な
い
が
、
森

田
さ
ん
は
「
重
要
な
の
は
地
域
の
未
来

を
見
据
え
る
こ
と
」
と
話
す
。
近
年
の

ダ
バ
オ
市
は
経
済
発
展
が
進
み
、
鉄
道

や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
計
画

が
各
所
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

が
ダ
バ
オ
川
を
ま
た
ぐ
際
に
は
橋
が
必

要
と
な
り
、
そ
の
橋
脚
が
水
の
流
れ
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。
郊
外
に

は
造
成
地
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

企
業
や
住
宅
か
ら
の
排
水
の
増
加
も
予

想
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
気
候
変

動
に
よ
る
海
面
上
昇
に
も
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
海
の
水
位
が
上
が
れ
ば
川

か
ら
の
水
は
流
れ
込
み
に
く
く
な
り
、

下
流
域
に
あ
る
市
の
中
心
部
は
洪
水
の

打
撃
を
受
け
や
す
く
な
る
か
ら
だ
。

「
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し
、

よ
り
質
の
高
い
治
水
対
策
が
で
き
る
よ

う
現
地
で
デ
ー
タ
や
情
報
を
集
め
て
、

将
来
の
予
想
を
た
て
て
分
析
を
進
め
て

い
ま
す
」
と
森
田
さ
ん
は
話
す
。

　

都
市
開
発
や
気
候
変
動
に
よ
っ
て
川

を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
を
続
け
る
。

都
市
の
発
展
を
進
め
る
た
め
に
も
、フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
は
J
I
C
A
の
治
水
／
適

応
対
策
に
期
待
を
寄
せ
、
J
I
C
A
も

そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

を
進
め
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
地

盤
沈
下
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す

る
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
の
渡
辺

岳
志
さ
ん
だ
。

　

ま
ず
、宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
陸
域
観
測
技
術
衛
星
を

使
っ
て
地
盤
沈
下
地
域
を
把
握
し
た
。

そ
の
上
で
、
二
重
管
式
と
呼
ば
れ
る
観

測
井
戸
を
設
け
、
沈
下
計
や
水
位
計
を

設
置
し
て
、
今
後
の
地
盤
沈
下
量
や
地

下
水
位
を
観
測
・
記
録
す
る
体
制
を
整

え
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
高
潮
・
洪
水

の
リ
ス
ク
評
価
や
浸
水
リ
ス
ク
マ
ッ
プ

の
作
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
盤
沈

下
の
進
行
を
止
め
る
対
策
と
高
潮
や
洪

水
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
対
策
の
両
者
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
で
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
気
候
変
動
適
応

策
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
渡

辺
さ
ん
は
話
す
。

　

地
下
水
く
み
上
げ
に
関
す
る
新
た
な

法
整
備
や
代
替
水
源
の
確
保
な
ど
、
総

合
的
な
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
、
商
業
・
工
業
、

市
民
と
い
っ
た
す
べ
て
の
関
係
者
が
リ

ス
ク
を
理
解
し
、
対
策
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
気
候
変
動
も

考
慮
し
た
総
合
的
な
対
策
の
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成
支
援
や
能
力
強

化
と
と
も
に
、
社
会
へ
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
く
。

ダバオ市は、人口約163万人とフィリピン第3の都市。
市の中央を流れるダバオ川はこの地域最大の川で、日本の基準でいえば一級河川にあたる。

インドネシアをはじめ世界各国で30年近くJICA事
業に携わり、本プロジェクトを請け負うコンサルタン
トチームを統括する。「地盤沈下を止めるためには
数十年かかるかもしれません。インドネシアの方々
が主体的に地盤沈下対策を進められるよう、東
京の経験をもとに、ジャカルタの社会に合った対
策のアクションプラン作成を支援していく予定で
す」。インドネシア公共事業・国民住宅大臣のバス
キ・ハディムリヨノさん（写真右）と。

八千代エンジニヤリング
渡辺岳志（わたなべ・たけし）さん

上 ： 橋脚は川の流れに影響をおよぼしう
る。橋脚に引っかかった流木が水の流れ
を妨げている。右 ： 現在は基礎調査とし
て、河川・地形の測量、雨量解析などの
データ集めや、住民への聞き取りが行わ
れている。

陸域観測技術衛星「だいち」と「だいち2号」によるジャカルタ市内の地盤沈下の衛星画像解析結果。水色の箇所は
2007～18年に50ミリ以上沈下したところを、赤や黄の旗はさらに沈下が激しいところを示す。ⓒJAXA／ジャカルタ地盤沈
下対策プロジェクト共同企業体

沿岸部では地面より海水面が高
いところが見られる。高潮で海水
が堤防を越えて家屋が浸水する。
写真はプルイット地区。出典：NCICD

（国家首都統合沿岸開発）

観測井戸。１か所につき深さの異なる3
本の井戸を建設している。各井戸は二
重構造になっており、地盤が沈下すると
その分だけ内側のパイプも沈む。3本の
井戸のパイプの沈み具合の差で、各地
層での収縮の度合いを計測する。

Re
public of the Philippines

フィリピン

フィリピンでは2005年からの10年間で、台
風や高潮などの自然災害による死亡・行方
不明者が約2万人、被災者が約7,500万人
に上っており、その対策が求められている。

国名  ：フィリピン共和国
通貨 ： フィリピン ペソ
人口 ：約1億98万人（2015年、

フィリピン国勢調査）
公用語 ：フィリピノ語および英語

首都：マニラ

ミンダナオ島

ダバオ

適
ダバオ市治水対策マスタープラン策定プロジェクト
2018年11月～2020年10月案件名

近年、気候変動の影響と見られる洪水が頻発している
フィリピン南部のダバオ川。日本の協力により、

安心して暮らせる街を目指した治水対策が始まっている。

未来を見据えた
治水対策を

文⃝光石達哉

ジャカルタ地盤沈下対策プロジェクト  2018年5月～2021年3月案件名

ジャカルタは地盤沈下によって、ひとたび洪水や高潮が起こると
大きな被害となることが予想される。過去に地盤沈下を

食い止めた東京の経験をもとに、JICAは適応対策に動き出している。

地盤沈下を
食い止める！

文⃝光石達哉

同社で防災・水資源のプロジェクトを担当し、本プ
ロジェクトの実施を請け負うコンサルタントチーム
を統括する。「ダバオ川の護岸工事は部分的に
は行われていたものの、流域全体を通じての計画
はありませんでした。河川を管理するフィリピンの
公共事業道路省およびダバオ市と協力し、今年
の9月から全体的な計画を練っていく予定です」。

オリエンタルコンサルタンツグローバル
森田健治（もりた・けんじ）さん（後列左から2人目）

森田さん

プルイット

Republic of Indonesia

インドネシア

ジャカルタは人口の集中とインフラ整備
の遅れから、地盤沈下をはじめ交通渋滞
など多くの問題を抱えている。政治・経済
の中心地として、気候変動に強い街造り
への要望が高まっている。

国名  ：インドネシア共和国
通貨 ： ルピア
人口 ：2億6,399万人

（2017年、世界銀行）
公用語 ：インドネシア語

首都：ジャカルタ
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エ
ネ
機
器
の
使
用
を
促
進
す
る
低
金
利
融

資
政
策
だ
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

お
よ
そ
半
分
が
産
業
部
門
で
消
費
さ
れ
て

い
る
。
輸
出
の
約
8
割
を
占
め
、
経
済
を

支
え
る
繊
維
産
業
で
省
エ
ネ
が
進
め
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ

る
。
し
か
し
、
高
性
能
で
省
エ
ネ
効
果
も

高
い
ミ
シ
ン
や
織
機
、
紡
績
機
な
ど
の
繊

維
機
器
は
高
価
で
、
企
業
が
導
入
す
る
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
企
業
な
ど
が
省
エ
ネ
設
備
に

投
資
す
る
際
の
資
金
を
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・

ロ
ー
ン＊

に
よ
り
低
金
利
で
融
資
す
る
仕
組

み
を
作
っ
た
。

「
こ
の
融
資
を
使
え
ば
人
気
の
高
い
日
本

製
の
省
エ
ネ
機
器
に
も
手
が
届
く
の
で
、

最
初
に
用
意
し
た
約
1
0
0
億
円
の
融

資
申
請
枠
は
約
1
年
半
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
技
術

支
援
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
加
藤
義
彦
さ
ん

省
エ
ネ
機
器
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
効
率
の
向
上
を
推
進

　
2
0
1
2
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政

府
は
「
持
続
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
庁
」
を
設
立
し
た
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
は
、
気
候
変
動
緩
和
策
の
有
効
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
う
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
っ
た
。「
経
済
成
長
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
が
増
大
す
る
な
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸

入
依
存
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
省
エ
ネ

推
進
は
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
と

持
続
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
庁
の

担
当
者
は
語
る
。

　
15
年
に
は
J
I
C
A
が
協
力
し
て
省

エ
ネ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
。
プ
ラ
ン

策
定
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
携
わ
っ
た

J
I
C
A
の
吉
田
公
夫
さ
ん
は
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
れ
ば
、
排
出
さ
れ
る

C
O
2
は
削
減
さ
れ
、
気
候
変
動
対
策

に
有
効
で
す
。
1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
省
エ
ネ
の
数
値
目
標

を
決
め
、
優
先
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
定

し
ま
し
た
」
と
言
う
。
そ
の
一
つ
が
、
省

は
語
る
。

自
主
的
な
省
エ
ネ
策
も

始
ま
る

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
企
業
も
気
候
変
動
対

策
に
取
り
組
も
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
と
加
藤
さ
ん
は
言
う
。「
同
国
の

工
業
製
品
の
販
売
先
は
環
境
意
識
が
高
い

先
進
国
が
多
い
。
省
エ
ネ
で
気
候
変
動
対

策
に
貢
献
し
て
い
る
と
得
意
先
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
、
競
争
力
強
化
に
結
び
つ

け
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
融
資
し
た
企
業
か
ら
返
済
さ

れ
た
お
金
は
ふ
た
た
び
省
エ
ネ
融
資
に
当

て
る
こ
と
が
で
き
る
。「
や
れ
ば
や
る
だ

け
省
エ
ネ
に
貢
献
で
き
る
の
で
、
融
資
を

担
当
し
て
い
る
金
融
機
関
な
ど
で
は
自
主

的
に
融
資
目
標
を
設
定
し
、
が
ん
ば
っ
て

省
エ
ネ
設
備
の
導
入
推
進
を
リ
ー
ド
し
て

い
ま
す
」
と
加
藤
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
省
エ
ネ
に
対
す

上 ： 省エネをテーマにしたスピーチコンテストを開催。下 ： 省エネ調理
機器、再生可能エネルギーなどをテーマに絵画コンペを実施。

る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
た
政
府
や

金
融
機
関
な
ど
が
独
自
の
省
エ
ネ
推
進
策

を
実
施
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
持
続
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
庁

は
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
を
拡
大
す
る
た
め

の
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
商
談
会
を
行
い
、

省
エ
ネ
E
X
P
O
な
ど
で
は
意
識
啓
発

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
。
ま
た
、
今
年
2
月

に
は
、
持
続
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
庁
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
金
融

機
関
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
登
壇
し
た

省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
を
エ
ジ
プ
ト
で
開
催
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
産
業
界
で
は
、
省
エ
ネ

意
識
の
普
及
に
合
わ
せ
、
省
エ
ネ
推
進
に

対
す
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
高
ま
っ
て
い

る
。
今
年
か
ら
は
、
約
2
0
0
億
円
の

融
資
枠
を
設
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
、
産
業
界
の
省

エ
ネ
機
器
導
入
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
。

　
政
府
が
次
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

家
庭
で
の
推
進
だ
。
持
続
・
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
庁
の
担
当
者
は
、「
小
学

校
か
ら
大
学
ま
で
、
省
エ
ネ
意
識
向
上
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
や
省
エ
ネ
推
進
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
う
ほ
か
、
省
エ
ネ
に
関
す

る
演
劇
や
エ
ッ
セ
イ
、絵
画
、即
興
ス
ピ
ー

チ
な
ど
の
コ
ン
ペ
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
。「
子
ど
も

た
ち
を
教
育
す
る
こ
と
で
、
大
人
に
も
自

然
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
」
と
加
藤
さ
ん

も
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
誰
も
が
省
エ
ネ

を
意
識
し
実
践
す
る
こ
と
で
、
人
口
増
加

や
経
済
成
長
の
な
か
で
も
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

バングラデシュ南東部に位置する第二の都市チッタゴンにある
Pahartali Textile & Hosiery Mills社で稼働する日本の省エネ型紡績機械。

融資を希望する紡績工場を視察（写真中央：加藤さん、左から3人目はマスタープラン策定からプロ
ジェクトに携わる吉田さん）。

＊途上国の開発金融機関に対して、JICAが資金を供与し、その開発金融機関がさらに途上国内の
中小企業などに貸し出すという借款の供与形態のこと。

省エネ機械を導入し
生産効率を向上、

CO2削減にも貢献したい

自分たちができる
省エネを考えます

省エネ機器導入を検討している紡績工場を訪れ、融資の仕組みを説明する。

緩

省エネルギー推進融資事業  
2016年6月〜2022年11月案件名

バングラデシュでは、気候変動の影響による洪水や
サイクロン、高潮、干ばつなどが

人々の生活に負のインパクトを与えている。
気候変動に脆弱な国であるため、

政府は温室効果ガスを減らす緩和策の取り組みを
積極的に実施している。省エネ政策もそのひとつだ。

産業部門のエネルギー
消費を減らせ！

25年間のシンクタンク勤務中に総合商社
での環境ビジネスの立ち上げ、バングラデ
シュでの再生可能エネルギー開発事業の
形成・技術支援にも関わる。省エネルギー
だけでなく、貿易や金融の知見も生かしな
がら、プロジェクトに携わる。

技術支援チームリーダー
加藤義彦（かとう・よしひこ）さん（左）

Pe
op

le’
s R

epublic of Bangladesh

バングラデシュ

2009年に誕生したハシナ・アワミ連盟政
権は2021年までに中所得国となる政策を
掲げ、実際この10年ほどは堅調な経済成
長が続いている。この成長を続けるために
も安定したエネルギー政策は不可欠だ。

国名  ：バングラデシュ人民共和国
通貨 ： タカ
人口 ：1億6,365万人（2018年1月、

バングラデシュ統計局）
✽2050年には2億人まで増 
加する見通し。

公用語 ：ベンガル語

首都：ダッカ

持続・再生可能エネルギー開発庁の職員とJICA側が集まり、プロジェクトの進捗などを報告しあう。

吉田さん 加藤さん
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気候変動対策
地球の未来のために

特集

小
型
ボ
イ
ラ
ー
施
設
や
冬
季
の
暖
房
設

備
に
お
け
る
生
石
炭
燃
焼
、
火
力
発
電

所
の
老
朽
化
に
よ
る
燃
焼
効
率
の
低
下

な
ど
か
ら
、
大
気
汚
染
物
質
や
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
増
加
を
招
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
対
応
策
の
一
つ
と

し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
モ
ン
ゴ
ル
で

初
め
て
風
力
発
電
所
を
建
設
・
運
営
し

た
イ
ン
フ
ラ
投
資
会
社
ニ
ュ
ー
コ
ム
と
、

日
本
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

展
開
す
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
の

S
B
エ
ナ
ジ
ー
が
ク
リ
ー
ン
・
エ
ナ

ジ
ー
・
ア
ジ
ア
を
設
立
。
風
力
資
源
が

豊
富
な
ゴ
ビ
砂
漠
に
、
モ
ン
ゴ
ル
で
2

番
目
と
な
る
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風
力
発
電
所

を
短
期
間
で
造
り
上
げ
、
17
年
10
月
か

ら
稼
働
し
て
い
る
。
同
社
の
エ
ン
フ

ト
ゥ
ブ
シ
ン
・ 

ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
さ
ん
は
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、

経
済
面
か
ら
見
て
も
、
老
朽
化
し
た
火

力
発
電
所
を
稼
働
さ
せ
る
限
界
費
用
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
を
稼
働

さ
せ
る
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い

ま
す
」
と
有
用
性
を
語
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で

初
め
て
の
海
外
投
融
資

　
高
さ
1
3
0
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な

風
車
が
25
基
。
モ
ン
ゴ
ル
の
電
力
需
要

の
約
5
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
50
メ
ガ

ワ
ッ
ト
が
発
電
可
能
な
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風

力
発
電
事
業
に
、
J
I
C
A
は
資
金

面
で
協
力
し
て
い
る
。
欧
州
復
興
開
発

銀
行
と
協
調
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

上  ： 発電所の建設に関
わった約500人の作業員
のうち、95パーセントはモン
ゴル人。相手国との協働
を図る「質の高いインフラ
パートナーシップ」として現
地社会にも貢献する。下 ： 
17年10月、ゴビ砂漠で行わ
れた完工式。発電所は計
画よりも約3か月早く完成し
た。

野
で
は
初
め
て
と
な
る
海
外
投
融
資＊
1

に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。「
16
年
は
、

モ
ン
ゴ
ル
経
済
が
足
踏
み
し
て
い
た
時

期
。
海
外
投
資
家
や
国
際
開
発
金
融
機

関
は
モ
ン
ゴ
ル
の
市
場
参
入
を
断
念
、

あ
る
い
は
留
保
し
て
い
ま
し
た
。

J
I
C
A
の
融
資
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、本
事
業
は
実
現
し
た
と
思
い
ま
す
」

と
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
さ
ん
は
振
り
返
る
。

ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風
力
発
電
事
業
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
開
発
分
野
に

お
け
る
優
れ
た
融
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

表
彰
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
誌

の
「IJ Global A

w
ards 2016

」
を
ア

ジ
ア
・
大
洋
州
に
お
け
る
風
力
発
電
事

業
部
門
で
受
賞
す
る
な
ど
、
世
界
か
ら

も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
年
間
供
給
可
能
電
力
量
の
目
標
値
で

あ
る
2
億
1
8
0
万
k
W
h
か
ら
換

算
す
る
と
、
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風
力
発
電
事

業
で
は
年
間
17
万
6
5
7
5
ト
ン＊

2

の

C
O
2
が
削
減
可
能
と
な
る
。

　「
そ
の
豊
富
な
供
給
電
力
で
東
ア
ジ
ア

の
各
国
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
送

電
網
で
つ
な
ぐ
国
際
送
電
網
構
想
が
あ

る
が
、
主
と
な
る
の
は
、
偏
西
風
の
力

と
効
率
よ
く
注
ぐ
太
陽
光
の
力
を
併
せ

持
つ
モ
ン
ゴ
ル
の
南
ゴ
ビ
砂
漠
。

2
5
0
メ
ガ
ワ
ッ
ト
ま
で
拡
大
可
能
な

ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風
力
発
電
所
が
、
そ
の
主

役
と
な
れ
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま

す
」
と
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
さ
ん
は
モ
ン
ゴ

ル
の
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
未
来
を
見
据

え
る
。

緩
ツェツィー風力発電事業 2016年9月～2017年10月案件名

モンゴルでは経済成長に伴い電力需給がひっ迫。エネルギー源のほとんどを
石炭に頼るため、深刻な大気汚染にも悩まされている。JICAが支援した
「ツェツィー風力発電事業」は同国で2例目となる風力発電事業だ。

偏西風が生む
夢のエネルギー

環
境
と
経
済
を
両
立
さ
せ
る

風
力
発
電
事
業

　
近
年
、
著
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て

い
る
モ
ン
ゴ
ル
。
2
0
1
6
年
度
か

ら
3
年
間
の
G
D
P
成
長
率
は
そ
れ

ぞ
れ
、
1
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
、
5
・
3

パ
ー
セ
ン
ト
、
6
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
と

右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
い
る
。
豊
富
に

埋
蔵
さ
れ
る
石
炭
を
軸
と
し
た
鉱
業
の

発
展
に
伴
い
、
製
造
業
、
貿
易
業
、
運

送
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
他
業
界

の
躍
進
は
経
済
成
長
を
後
押
し
し
て
い

る
。
同
時
に
、
国
内
の
電
力
需
要
も
増

加
し
、
18
年
度
は
前
年
比
9
・
4
パ
ー

セ
ン
ト
の
伸
び
を
見
せ
た
が
、
国
内
電

力
生
産
の
増
加
率
は
5
・
6
パ
ー
セ
ン

ト
と
伸
び
悩
み
、
需
給
は
ひ
っ
迫
。
不

足
す
る
電
力
を
主
に
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸

入
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
ま
た
、
総
発
電
量
の
約
9
割
を
占
め

る
石
炭
火
力
発
電
で
は
、
火
力
発
電
所
、

上 ： ツェツィー風力発電所の変電所。電圧を調整する施設。下 ： 
風車1基あたりの出力は約2メガワット。年間を通して偏西風が吹く
ゴビ砂漠は風力発電に適している。

2012年、京都大学経済学部卒業。
東京大学経済学研究科修士課程修
了。モンゴル貿易開発銀行を経て、ク
リーン・エナジー・アジアに入社。銀
行時代に再生可能エネルギープロジェ
クトの融資に携わった経験を生かし
ツェツィー風力発電事業を担当する。

ファイナンスマネジャー
エンフトゥブシン・ トゥルボルドさん

Mongolia

モンゴル

人口の10倍以上の家畜を有する遊牧の
国。日本とは1972年に外交関係を樹立
し、民主主義国家となった90年以降、「総
合的パートナーシップ」の原則により、関
係が急速に拡大・深化している。

国名  ：モンゴル国
通貨 ： トグログ
人口 ：323万8,479人

（2018年、モンゴル国家統計局）
公用語 ：モンゴル語、カザフ語

首都：ウランバートル

＊1　インフラ整備、貧困削減、気候変動対策などの分野で開発効果の高い事業を行う日本企業などに対して、融資や出資のかたちで支援を行うスキーム。
技術協力の活用、民間金融機関や国際金融機関などとの連携により、開発効果をより高めつつ事業リスクの軽減などを目指すもの。＊２　モンゴル全体のCO2排出量（2016年）の約1%に相当する。国際エネルギー機関（IEA）Webデータより算出。

文⃝松井健太郎
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適

適
緩

緩
　中米の国・コスタリカはほとんどの
電源を水力に頼ってきたが、乾季には
発電量が低下し、不足分の電力を輸
入化石燃料による発電で補わなけれ
ばならないという問題があった。そこで
開発が進められているのが、継続的
に稼働でき、発電単価が安く、安定し
た供給が見込める地熱発電だ。かね
てから同国の地熱発電所の建設を支

援してきた日本は現在、グアナカステ
県ラス・パイラス地区で支援を行って
いる。
　ＪＩＣＡパナマ事務所の高畠千佳さ
んは、「ラス・パイラス２が完成すれ
ば、原油による火力発電に比べて、
年間約１万４,０００トンの温室効果ガ
ス排出削減に貢献する見込み」と話
す。気候変動の緩和のみならず、周

辺の環境との両立を目指した点にも
大きな価値がある。
　高畠さんは「蒸気パイプラインや発
電所建屋は、動植物の生育環境や周
囲の景観を考慮して 設計・設置して
います。また、生態系への影響を正確
に評価するため技術協力を実施し、現
地NGOや行政との関係強化を図りまし
た」と語る。

鉄道でＣＯ２削減！
デリー高速輸送システム建設事業
1997年2月～

案件名

ラス・パイラス2の掘削現場。地下深部から熱
水や蒸気を取り出し、発電のエネルギー源とし
て使う。

左 : 水蒸気が立ち込める作業
現場。 “火山国”であるコスタリ
カは地熱発電の開発可能性
が高く、最大発電可能量は約
865MWと見られているが、現
状は約217MWにとどまる。右 : 
ラス・パイラス2の全景。最大
出力は55MWとなる予定。

India

インド

まだある！ JICAの    気候変動対策気候変動対策
地球の未来のために

特集

気候変動対策への       アプローチはさまざま。
一見無関係に思える、あの事業も、この事業       も、気候変動を抑え、備えるための取り組みだ。

JICAパナマ事務所 次長
高畠千佳（たかはたけ・ちか）さん

JICAインド事務所
首席開発スペシャリスト
M・P・シンさん

本事業は環境面への
配慮についても
優良事例です

“クリーン”なエネルギー開発！
グアナカステ地熱開発セクターローン（ラス・パイラス2）
2014年8月～案件名

　地球温暖化による異常気象の増加
が懸念されている。特に大洋州では近
年強い勢力をもったサイクロンが深刻
な被害をもたらしており、バヌアツに壊
滅的な被害をもたらした「パム」や、南
半球で観測史上最大の強さを記録した
「ウィンストン」などは記憶に新しい。
「気象災害を最小限にとどめるに
は、正確な観測と迅速な情報伝達が
不可欠です」と、フィジー気象局の能
力強化に携わったＪＩＣＡ専門家の黒
岩宏司さんは話す。
「経済規模が小さく国単位での気象
観測・予報への取り組みが難しい大
洋州の国々では、地域内の気象業務
の連携が欠かせません。このプロジェ
クトでは、フィジーを拠点とした気象人
材育成体制の構築を目指し、フィジー

気象局の観測・予報能力の向上を図
るとともに、大洋州各国の気象人材
育成を図りました」とその意義を語る。
　支援によってナウルでは18年12月
に初めて国として地上気象観測を開
始し、世界各国にデータを提供する
体制を整えることができた。各国の気
象災害への予防能力の向上に貢献
しただけでなく、観測データの充実は
将来的に気候変動の予測精度の向
上にもつながっていくという。

IncheonIncheonIncheon

気象観測でサイクロンに備える！
大洋州気象人材育成能力強化プロジェクト
2014年10月～2018年10月案件名

＊先進国が途上国で削減した温室効果
ガスの一定量を、支援元の国の削減分
の一部に充てることができる、京都議定
書で定められた制度。

　途上国の感染症の問題は、気候
変動によってその脅威を増しつつあ
る。たとえば、近年の極端なエルニー
ニョ現象やラニーニャ現象は洪水など
の水害を引き起こし、水の衛生状態
の悪化を招いたり、病原体を運ぶ蚊
の増殖が、コレラやマラリアなどの流
行を発生させたりしている。
　気候と感染症流行の関係に着目
し、予測と早期警戒を試みているの
が、日本と南アフリカ共和国の共同
研究だ。日本が開発した世界最高レ
ベルの気候予測モデルをもとに南部
アフリカの気候を予測し、その結果と
現地の環境要因を人工知能などで分
析することで、感染症流行の発生が
予測できるという。
　日本側のプロジェクトリーダーを務め
る長崎大学教授の皆川昇さんは「流
行が予測できれば、媒介蚊対策や医

薬品、診断キットを早い段階で準備す
ることができ、罹患する人を減らすこと
がきます」と、プロジェクトの重要性を
語る。
　培われたノウハウは南部アフリカ以
外の地域でも応用・展開が期待でき
る。プロジェクトは、気候と関わりの深
い感染症の封じ込めに、大きく貢献す
ると期待されている。

  

  
  

 

  
  

感染症から人びとを守る！
南部アフリカにおける気候予測モデルをもとにした感染症流行の早期警戒システムの構築プロジェクト
2014年5月～2019年5月

案件名

フィジー気象局には年間1万人を超える小中学
生や一般市民が見学に訪れる。気候変動の影
響や防災対策について学ぶ貴重な教育の場
にもなっている。

海面水位の上昇は特にツバルやキリバスなど
のサンゴ礁の島国にとって死活問題。高潮予
報などの研修にフィジーに集まった各国の研修
員は熱心に耳を傾ける。

風速計点検の研修の様子。日本は研修
用の機材の供与も行った。

マラリア媒介蚊幼虫の採集を行う調査員。マラリア媒介蚊の分布や
生態調査によって、気候との関連性を明らかにする。

　経済成長の続くインドでは車を所有
する人の割合が増加しており、都市
部では大気汚染や渋滞が深刻な問
題となっている。CO2排出量の削減と
大気汚染の問題の両方の解決に貢
献するのが、日本が支援を続けてきた
デリーでのメトロ（都市鉄道）整備事
業だ。ＪＩＣＡインド事務所のM・P・シン
さんは、これまでの成果を次のように
話す。
「メトロの導入によって、道路を走る
車両は2018年時点で１日あたり約70
万台減少しました。CO2換算では、約
99万トンもの量を削減したことになりま
す。また本事業は三菱電機が開発した
省エネルギー技術を活用したブレーキ

によって、鉄道事業で世界初のCDM
事業＊として国連に登録されており、日
本の削減量にも貢献しています」
　大気汚染の問題はデリーにかぎら
ず全国の都市部で発生しており、政
府は全国的にメトロの建設を進める方
針だ。「デリーメトロはインド国内から
“日印協力の金字塔 ”として高く評価
されています。現在、本事業をモデル
としたメトロ事業は、近隣国のバングラ
デシュを含めた国内外で展開していま
す」とシンさんは語った。

いいことずくめのメトロ整備大洋州各国の気象人材育成に貢献

気候変動が招く新たな感染症流行、
その危険性を科学が防ぐ

今年で25周年を迎え
たデリーメトロの総延
長は東京メトロを超え
る373km。

2018年6月、日本の絵本を通じた環境教育として
『もったいないばあさん』の読み聞かせイベントがデ
リーメトロ車内で開かれ、150人近い子どもたちが参
加した。

2017年は約18億人がデリーメトロを利用し、世界第７
位の利用者数を記録した。

地熱開発で“炭素中立国”を目指す

長崎大学熱帯医学研究所 教授
皆川 昇（みながわ・のぼる）さん

JICA専門家
黒岩宏司（くろいわ・こうじ）さん

左 : マラリアの発生予防のための殺虫薬散布。早期警戒システムを生かし、流行予測地で
駆除を行う。右 : タブレットに表示されたマラリア件数予測情報。収集したデータをもとに、人
工知能を活用して流行発生地を予測する。

的確な観測や予報を通じて
防災に貢献する気象人材を

育てています

Costa Rica

コスタリカ
South Africa

南アフリカ共和国

デリー

事業に必要な
すべての電力を太陽光発電で
まかなうことを目指した、

地球にやさしい鉄道事業です！

南アフリカでは
20年ぶりの
マラリア流行の

予測に成功しました！

Fiji Cook
 IslandsKiribatiNauru NiueSamoa

Solomon 
IslandsTonga Tuvalu Vanuatu

大洋州
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温
暖
化
は

海
で
も
始
ま
っ
て
い
る

　

今
年
3
月
、
美
し
い
海
と
サ
ン
ゴ

礁
に
囲
ま
れ
た
パ
ラ
オ
を
ビ
ジ
ッ
ト

（
訪
問
）
し
ま
し
た
。
周
り
を
海
に
囲

ま
れ
た
こ
の
国
は
、
ア
ジ
ア
・
大
洋

州
地
域
に
お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
研
究
の

拠
点
と
な
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ー
ル
島
に

は
パ
ラ
オ
国
際
サ
ン
ゴ
礁
セ
ン
タ
ー

（
P
I
C
R
C
）
が
あ
り
ま
す
。

2
0
0
1
年
に
日
本
の
無
償
資
金
協

力
で
設
立
さ
れ
、
そ
れ
以
降
も

J
I
C
A
に
よ
り
専
門
家
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
派
遣
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
ベ
リ
ー
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
プ
レ
イ
ス
!　

日
本
で
は

オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
被
害
が
メ
ニ
ー
（
多

い
）
で
す
が
、
パ
ラ
オ
で
の
現
状
を

お
聞
き
す
る
と
「
オ
ニ
ヒ
ト
デ
に
よ

る
被
害
よ
り
も
、
水
温
上
昇
に
よ
る

被
害
の
方
が
深
刻
で
す
。
し
か
し
、

被
害
を
受
け
や
す
い
サ
ン
ゴ
礁
と
そ

う
で
な
い
サ
ン
ゴ
礁
が
あ
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
い
て
、
そ
の
違
い
や
原
因

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
」
と
、

南
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
の
研
究
者
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

調
査
研
究
や
環
境
保
全
の
教
育
・

普
及
啓
発
だ
け
で
な
く
、
住
民
・
観

光
客
に
向
け
た
情
報
発
信
拠
点
と
も

な
っ
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
元

青
年
海
外
協
力
隊
員
の
伊
藤
洋
美
さ

ん
が
勤
め
て
い
て
、
情
報
発
信
の
た

め
の
パ
ネ
ル
や
グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。「
日
本
が
恋
し

く
な
い
?
」
と
い
う
質
問
に
「
海
外

生
活
が
長
く
慣
れ
っ
こ
な
ん
で
す
」

と
ほ
ほ
笑
む
伊
藤
さ
ん
。
こ
う
い
う

人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い

国
際
協
力
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。

編纂●編集部

両手には巨大なヒトデ。元青年海外協
力隊員の伊藤洋美さん（写真右）の案
内でセンターを見学。

シャコガイセンターのパラオ人スタッフと。

全面改修が終わりオープニングを控えたセンターを訪問。
水産専門員として派遣されている曽根重昭さん（写真右）。

廃棄物処分場の山に登り、パラオのごみ処理問題を
垣間見た。

空き瓶を使ったガラス工芸品作りにチャレンジ。

パラオ国際サンゴ礁センター。サンゴ礁と
その周辺海域の調査研究、海洋を主とし
た環境保全の教育・普及啓発などを行う。

島国パラオの
環境問題をウォッチ！

ロックアイランド群と南ラグーンを擁するパラオ。
観光地としても注目を集める同国を、エンターテイナーで環境問題に熱心に取り組む

ルー大柴さんが訪れた。長年にわたってパラオの産業振興や
環境・気象変動といった課題の解決に向けて協力を行ってきた

JICAの活動の一部を、ルーさんにレポートしてもらう。

ルー大柴さんのパラオ訪問記特別
レポート

保
全
し
な
が
ら

水
産
業
を
発
展
さ
せ
る

　

パ
ラ
オ
で
は
水
産
業
は
観
光
業
に

次
ぐ
大
き
な
産
業
で
、
同
じ
く
無
償

資
金
協
力
で
整
備
し
た
パ
ラ
オ
海
洋

養
殖
普
及
セ
ン
タ
ー
（
P
M
C
D
）

も
訪
れ
ま
し
た
。
最
近
、
全
面
改
修

さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ャ
コ
ガ

イ
の
養
殖
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
日

本
で
は
鹿
児
島
県
や
沖
縄
県
あ
た
り

で
食
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
コ
ガ
イ
が
、

パ
ラ
オ
で
も
食
用
と
し
て
古
く
か
ら

重
宝
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
観
光

客
の
増
加
も
あ
っ
て
乱
獲
が
進
み
、

政
府
も
天
然
モ
ノ
の
採
取
を
禁
止
し

た
た
め
、
養
殖
を
発
展
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ベ
リ
ー
ビ
ッ
グ
で
サ
プ
ラ
イ
ズ

な
サ
イ
ズ
の
天
然
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
貝

殻
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
養
殖
産
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
は
種
苗
生
産
の
安
定
が
必
要
不
可

欠
の
た
め
、
卵
や
稚
貝
を
育
て
る
た

め
の
飼
育
水
槽
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で

い
ま
し
た
。「
食
用
は
お
よ
そ
3
〜

4
年
、
観
賞
用
は
1
〜
2
年
で
出
荷

で
き
る
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
が
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
（
エ
サ
）
を
必
要
と
す

る
の
は
稚
貝
の
と
き
だ
け
。あ
と
は
、

光
合
成
を
し
て
成
長
し
ま
す
」
と
、

海
外
漁
業
協
力
財
団
（
O
F
C
F
）

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
専
門
家
の
曽

根
重
昭
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
餌
が
い
ら
な
い
な
ん
て
、
ワ
ン

ダ
フ
ル
。
リ
ッ
チ
に
な
れ
そ
う
な
ビ

ジ
ネ
ス
で
す
し
、稚
貝
の
安
定
生
産
・

供
給
が
実
現
す
れ
ば
、
養
殖
産
業
も

元
気
に
な
り
、
雇
用
の
拡
大
に
も
つ

な
が
り
ま
す
ね
。

ルー大柴（ルー・おおしば）さん
エンターテイナー。外国語に堪能な父の影響もあり、また高校卒業後、欧米各地を放浪した経験から特技の英会話を生かした“ルー語”
で一躍大人気に。TVや舞台で俳優として活躍するかたわら、2007年にNHK「みんなのうた」で「MOTTAINAI～もったいない～」を仁井山
征弘さんと歌ったことを契機に、環境問題に関する講演も全国で多数行う。レポーターとして10年には大地震に見舞われたハイチを、11
年には独立国家となったばかりの南スーダンを訪れた経験も持つ。

Message from ルー大柴
パラオの最大産業はサイトシーイング（観光）！　自
然環境を守ることが産業の維持にも不可欠です。
チャイルドの頃からそれをフィール（感じる）すること
が重要で、サンゴ礁センターが校外学習を受け入れ
ている活動はベリーナイス！　ハート（心）に残ってい
ます。それから忘れていけないのは海外協力隊の（シ

ニアも含めた）ヤングパワー。彼らがエブリデイこれ
でよいのかと悩みながら前に進もうと努力している姿
をルック（見る）して、チア（応援）したくなりました。
私も今は二人のグランチャ（孫）を持つおじいちゃん。
グランチャのフューチャー（未来）にも豊かな自然や
ビューティフルなシー（海）を残していきたいな。�

レポート

1
レポート

2

レポート

3
〝
ゴ
ミ
ス
テ
バ
〞の

改
善
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

パ
ラ
オ
は
小
さ
な
国
土
で
あ
る
た

め
、
大
き
な
ご
み
処
理
場
や
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
を
造
れ
な
い
そ
う
で
す
。

同
じ
島
国
の
日
本
人
が
先
頭
に
立
っ

て
、〝
ゴ
ミ
ス
テ
バ
〞
の
改
善
を
進

め
て
い
ま
し
た
。

　

現
地
語
で
も
〝
ゴ
ミ
ス
テ
バ
〞
と

呼
ば
れ
る
廃
棄
処
分
場
は
ま
さ
に
ご

み
も
積
も
れ
ば
マ
ウ
ン
テ
ン
な
状

態
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
を
目
の

あ
た
り
に
し
ま
し
た
。
残
飯
や
紙
く

ず
な
ど
は
コ
ン
ポ
ス
ト
で
リ
サ
イ
ク

ル
、
空
き
瓶
に
関
し
て
は
、
ガ
ラ
ス

工
芸
品
に
。
そ
れ
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
瓶
、
缶
な
ど
の
容
器
に
デ
ポ

ジ
ッ
ト
（
預
か
り
金
）
を
課
す
こ
と

で
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
日
本
の
廃
棄
物
管
理
の
手
法
を

伝
え
て
い
る
現
場
も
視
察
し
ま
し
た

が
、
入
国
者
に
も
環
境
を
守
る
こ
と

を
宣
言
し
て
も
ら
う
「
パ
ラ
オ
・
プ

レ
ッ
ジ
（
誓
約
）」
な
ど
、
パ
ラ
オ

独
自
の
環
境
施
策
も
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

パ
ラ
オ
は
美
し
い
海
と
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
島
で
し
た
。
一

方
で
、
そ
の
美
し
さ
を
維
持
す
る
た

め
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
さ
ま
ざ
ま
な
協

力
を
パ
ラ
オ
の
み
な
さ
ん
と
ト
ゥ

ギ
ャ
ザ
ー
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。
日
本
と
パ
ラ
オ

の
〝
と
っ
て
も
デ
リ
シ
ャ
ス
〞
な
関

係
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

90年モノとされる
シャコガイの貝殻

パラオ
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任
し
ま
し
た
。

　
私
が
活
動
し
て
い
る
バ
ス
ト
ス
市
は
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
車
で
約
8
時
間
。
日

系
人
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
街
の
バ
ス
ト
ス
柔
道
協
会
に
配
属

さ
れ
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
同
協
会

の
道
場
で
、
試
合
に
勝
つ
た
め
に
技
を

く
り
返
し
か
け
る
打
ち
込
み
や
試
合
形

式
の
乱
取
り
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
を
毎
日
指
導
し
て

い
て
、
な
か
に
は
市
内
に
下
宿
し
て
柔

道
に
打
ち
込
ん
で
い
る
子
も
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
は
小

学
生
た
ち
に
「
学
校
柔
道
」
の
指
導
を

行
い
、
簡
単
な
技
や
自
分
の
身
を
守
る

受
け
身
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
学
校

柔
道
と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
学
校
教
育
に

最
近
、
取
り
入
れ
ら
れ
た
柔
道
の
こ
と
。

柔
道
を
通
し
て
礼
儀
や
規
律
を
学
び
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
柔
道
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
挨

拶
を
し
っ
か
り
す
る
、
脱
い
だ
靴
は
そ

ろ
え
る
な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
に
で
き
る
よ
う
徹
底
し
て
指
導

し
て
い
ま
す
。

　
素
直
な
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
前
向

き
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し

て
い
た
と
き
、
ひ
と
り
の
教
え
子
が
私

を
見
つ
け
て
、
大
き
な
声
で
「
せ
ん
せ

い
、
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
言
っ
て
く
れ

た
と
き
は
、
周
囲
か
ら
注
目
さ
れ
て
恥

　
祖
父
に
勧
め
ら
れ
て
始
め
た
柔
道
を

13
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。
大
学
時
代

に
は
、
企
業
の
柔
道
チ
ー
ム
の
練
習
の

お
手
伝
い
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世

界
選
手
権
に
同
行
し
、
試
合
や
練
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
海
外
協
力
隊
員

の
帰
国
報
告
会
で
、
自
分
の
経
験
を
途

上
国
で
生
か
せ
る
道
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
応
募
し
、
昨
年
ブ
ラ
ジ
ル
に
赴

今回は、ブラジル初の柔道隊員
として活動している
日系社会青年海外協力隊員を紹介します。

ず
か
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
き
ち
ん

と
挨
拶
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
柔
道
で
大
切
な
の
は
強
く
な
る
こ
と
、

そ
し
て
人
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
。
競

い
合
う
相
手
へ
の
敬
意
や
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
柔
道
に

は
「
精
力
善
用
」「
自
他
共
栄
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
持
つ
力

を
よ
い
方
向
へ
全
力
で
使
い
、
他
者
を

信
頼
し
、
協
力
し
合
い
、
と
も
に
栄
え

あ
る
世
の
中
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

勝
敗
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
道
の
精

神
を
ブ
ラ
ジ
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

JICA海外協力隊
がゆく

バストス柔道協会の建物には、竹谷さんを歓迎する横断幕が掲げられている。
学校柔道を習う
市内の小学生。

バストス柔道協会の道場で指導する竹谷さん。

　ブラジルは日系人がとても多く、スーパーに行けば日本のお菓子やカッ
プラーメン、醤油、わさび、さらにお弁当やおにぎりなどたくさんのものが売
られています。また、少し値段は高いですが、お刺身やラーメン、焼きそば
なども日本食のレストランで食べることができます。特別な日には友人や
仕事の仲間たちと出掛け、少し贅沢をします。
　しかし、なんといってもおいしいのはブラジル料理です。有名なのはシュラ
スコ（バーベキュー）。シュラスカリア（シュラスコを出すレストラン）で食べら
れますが、ブラジル人は、子どもから大人まで集まって家で食べるシュラスコ
が大好きです。ブラジルではほぼ一家に1台、シュラスコ用のバーベキュー
セットがあります。焼くのは牛や豚、鶏、ソーセージなどいろいろな肉で、私が
一番好きなのはピッカーニャという牛のお尻のお肉。とても柔らかくおいしい
んです。シュラスカリアに行った際には、ぜひピッカーニャを頼んでみてくださ
い。
　週末や休日、たくさんの友達を呼んで昼からビールを飲み、ワイワイと
楽しくやるシュラスコは最高です。シュラスコを食べながら音楽をかけて
みんなで踊り、私にも本当の家族のように接してくれるブラジルの人たち。
その優しさ、温かさはほんとうに心に染みます。アットホームな環境で生
活ができるおかげで、毎日楽しく活動できています。残りの活動期間も
一日一日楽しく、自分らしく活動していきます。 （竹谷元太）

+one information

集まればシュラスコ

企画調整員（ボランティア事業）＊

永浦裕太（ながうら・ゆうた）

Vol.  9

世界一の柔道人口を擁し、オリンピックで
のメダルも多いブラジルで、講道館創始者
の嘉納治五郎師範が掲げた “人格の完成
を図り、社会への貢献を目的とした柔道”を
学校教育に取り入れる試みが始まっていま
す。バストス柔道協会とともに竹谷隊員が
行っている活動は、そのモデルケース。ブラ
ジル全土の学校に浸透してくことが期待さ
れています。

ブラ
ジル事務所から ひとこと

＊ 隊員の活動全般を支援する「ボランティア事業支援のプロ」。また相手国の
要望を調査し要請開拓を行うなど、隊員活動全体の運営を行う。

竹谷元太
たけたに・げんた　24歳
出身地：神奈川県　職種：柔道
任期：2018月1日～2020年1月

ブラジルin

柔道を通して
子どもたちに規律や
礼儀を伝えています

その動き、いいぞ！

イラスト⃝さかがわ成美

首都：ブラジリア

ブラジル

JUDO大好き！
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　同校の岡村京子先生が「地球ひろ
ば」を知ったのは、ここで開催された
「SDGsセミナー」がきっかけだった。体
験しながら学べる展示を生徒たちにも見
せたいと、これまで３回、授業で「地球
ひろば」を活用している。
「中学生の総合学習ではSDGsをふま
えて、国際理解・環境・人権を３年間通
して学ぶプログラムを組んでいます。そ
こで、生徒たちが中学在学中に一度は
『地球ひろば』を訪れ、人間の安全保

　国際協力について学ぶことができる
のは、東京・市ヶ谷の「地球ひろば」だ
けはない。札幌の「ほっかいどう地球ひ
ろば」や名古屋の「なごや地球ひろば」
など全国に15あるJICAの国内拠点で
も世界を学べる展示を行っている。
　また、海外協力隊やNGOなど、国際
協力活動を経験した人の話を聞くことが
できるなど、子どもにかぎらず、多くの
方々が世界や国際協力について知るこ
とができるイベントやセミナーを実施。国
際協力に参加したい人にはそのきっかけ
を見つける場にもなる。
　地域ごとに工夫を凝らし、わかりやす
く親しみやすい企画や展示を行っている
ので、近くのJICAに遊びに行ってみて
ほしい。

障について学ぶようにしています」
　見学の前にはJICAのウェブサイトに
ある事前学習資料などを使いながら、途
上国と日本とのつながりを学習。見学
後、興味のある展示テーマを生徒に選
んでもらい、事後学習で、そのテーマに
ついて自分たちにできることをグループ
に分かれて考え、啓発ポスターやプレゼ
ンテーション用のシートを作成した。
「たとえば、食べ物を残さない、なるべく
車に乗らず自転車を使うなど、自分たち

「地球ひろば」を活用して、
こんな授業に取り組みました！

札幌や名古屋の「地球ひろば」などJICAの国内拠点でも
みなさんをお待ちしています！

ができる取り組みが出てきました。『地球
ひろば』を訪れたことで、SDGsの具体
的な姿を知ることができ、途上国の問題
と自分たちの生活を関連づけて考えるこ
とができたと思います」
「地球ひろば」での学習は、より深い
学びにつながると実感している岡村先
生。今年は、生徒たちに「夏休み中に
もグループや個人で行ってみましょう」と
呼びかけている。

JICA地球ひろば
世界の課題や国際協力のこと、

SDGｓ（持続可能な開発目標）などについて学んだり、発信したりできる場所。
夏休み、この「JICA地球ひろば」に来てみませんか？

「地球ひろば」を授業で活用している学校もあります。
東京にある私立貞静学園中学校では、総合学習の授業に取り入れています。

世界につながる教室⑤

「一見、遠いよその国のことと思える話でも、実は私たち
の暮らしとさまざまなつながりがあります」と地球案内人が、
世界と日本の相互依存関係を語る。

上 : 展示には体験型のものが多く、
楽しみながら学習できる。下 ： イラスト
カードを使ってSDGsを学ぶ生徒たち。

国内拠点でも展
示やイベント、セ
ミナーを行って
いる。写真は、
JICA東北を訪れ
た小学生。

SDGsを学ぶコーナー。
家族で訪れる人も。

なごや地球ひろば
地球案内人の佐々木学さん。

国ごとにSDGsの達成状況を示すダッシュボードは、わかりや
すいと人気だ。

9月13日まで行われている「人間の安全保障展」より。ブルキナファソの小学校の教室を再
現したブースで、狭い机や椅子で学習していることを知る。

大きなモニターを使ってSDGsを学ぶことができるスペース。

企
業
研
修
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

「
交
流
ゾ
ー
ン
」
で
の
貧
困
、
環
境
、

S
D
G
s
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
J
I
C
A
海
外
協
力
隊

員
の
経
験
談
を
聞
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
人
気

が
高
い
。「
私
も
協
力
隊
員
と
し
て
エ
チ

オ
ピ
ア
で
数
学
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
の

で
、
日
本
と
の
違
い
や
共
通
点
、
そ
し
て

エ
チ
オ
ピ
ア
の
教
育
の
課
題
な
ど
を
話
す

と
、
と
て
も
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
ま
す
」

と
宍
倉
さ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
び
っ
し
り

と
感
想
を
書
く
生
徒
も
い
て
、
し
っ
か
り

と
考
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
な
と
う
れ
し

く
な
る
と
い
う
。

　

ほ
か
に
も
、
異
文
化
の
魅
力
や
世
界
規

模
の
課
題
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
が
、
J
I
C
A
や
国
際
協
力
に
関
わ

る
８
０
０
を
超
え
る
団
体
に
よ
り
開
催
さ

れ
て
い
る
。
世
界
の
料
理
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
カ
フ
ェ
も
あ
る
の
で
、
夏
休
み

に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

世
界
を
知
る
窓
口

　

市
民
参
加
に
よ
る
国
際
協
力
の
拠
点
と

し
て
設
立
さ
れ
た
「
J
I
C
A
地
球
ひ
ろ

ば
」
に
は
、
毎
日
大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ

る
。「
個
人
で
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、修
学
旅
行
や
社
会
科
見
学
の
中
学
・

高
校
生
、
学
校
の
先
生
、
さ
ら
に
は
企
業

や
N
G
O
の
人
た
ち
な
ど
、
年
間
5
0
0

を
超
え
る
団
体
が
見
学
に
訪
れ
ま
す
。
私

の
よ
う
な
、
展
示
の
解
説
や
資
料
の
案
内

な
ど
を
行
う
〝
地
球
案
内
人
〞
は
7
人
い

ま
す
」
と
宍
倉
有
加
里
さ
ん
は
説
明
す
る
。

「
地
球
ひ
ろ
ば
」
で
人
気
の
「
体
験
ゾ
ー

ン
」
で
は
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
い

S
D
G
s
の
現
状
を
視
覚
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
体
験
型
展
示
に
よ
っ
て

貧
困
や
安
全
な
水
、
保
健
医
療
な
ど
世
界

が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
、
世
界
と
自
分

た
ち
の
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
最
近
は
「
S
D
G
s
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
増
え
、

ようこそ！
「地球ひろば」へ

地球案内人
宍倉有加里さん

世界にある課題を知り、
なにができるかを考える。

そのきっかけに

してほしいです

ほっかいどう地球ひろば（札幌）

JICA東北（仙台）

なごや地球ひろば

ほっかいどう地球ひろば
地球案内人の松原有希さん。

地球案内人の話に興味津々。

みて 着て さわって 
体験できる!!

企画展・パネル展も
開催！

地球ひろば訪問前後の
学習資料

JICA国内
拠点はこちら

世界についてもっと知ろう！
特別編
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アフリカに咲くバラ

ケニアのナイバシャにあるバラ農園で、バラを摘みながらおしゃべりを楽しむ女性たち。 地
球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
写
真・文
⃝
桜
木
奈
央
子 

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

Republic of Kenya
［ケニア共和国］EARTH GALLERY　Vol.131



農園で育つバラの花。

レーンごとに担当者の名前が記入されていて、
それぞれが責任を持ってバラを育てる。

アリスと、3歳になる息子のジョセフ。

5年前から働くキャロライン。
二人の女の子の母親だ 。

アリスは兄の紹介でバラ農園にやってきた。

出荷作業をする男性。

ポーズをきめる男性たち。

バラの生育の様子をこまめにチェックする。 30August 2019



左 ： ナイバシャ郊外に生息する野生のキリン。右 ： サバンナに広がる青空。

ケニア

ナイバシャ

　

ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
車
で
約
１
時

間
の
ナ
イ
バ
シ
ャ
に
は
、
い
く
つ
か
の
広
大
な

バ
ラ
農
園
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
乾
季
か
ら
雨
季

に
変
わ
る
季
節
に
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
の
あ
る

バ
ラ
農
園
を
訪
れ
た
。

　

ケ
ニ
ア
ン
ブ
ル
ー
と
も
言
い
た
く
な
る
よ
う

な
独
特
の
、
透
明
度
の
高
い
青
空
が
広
が
る
。

赤
道
直
下
で
標
高
が
高
い
ナ
イ
バ
シ
ャ
に
は
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
動
物
が

棲
ん
で
い
る
。
郊
外
に
少
し
車
を
走
ら
せ
る
と
、

キ
リ
ン
、シ
マ
ウ
マ
、イ
ン
パ
ラ
、バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

な
ど
に
出
合
う
。
そ
の
姿
も
形
も
生
態
も
多
種

多
様
な
動
物
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
ま
ま

の
姿
で
今
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
も
奇

跡
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

サ
バ
ン
ナ
の
真
ん
中
で
生
ま
れ
た
て
の
雲
を
眺

め
て
い
る
と
、
人
間
も
動
物
も
植
物
も
、
こ
の

美
し
い
瞬
間
を
共
有
す
る
た
め
だ
け
に
生
き
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
す
ら
抱
く
。

　

バ
ラ
農
園
を
訪
れ
る
の
は
2
度
目
だ
。
3
年

前
に
撮
影
し
た
女
性
た
ち
は
私
の
こ
と
を
覚
え

て
く
れ
て
い
て
「
お
か
え
り
!
」「
久
し
ぶ
り

ね
!
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

　

農
園
を
歩
い
て
い
る
と
、
誰
か
の
鼻
歌
が
バ

ラ
の
香
り
に
の
っ
て
か
す
か
に
聞
こ
え
て
き
た
。

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
陽
気
な
音
楽
に
体
を
揺
ら

し
な
が
ら
出
荷
作
業
に
勤い

そ

し
む
人
た
ち
。
抱
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
バ
ラ
の
花
を
運
び
な
が
ら
、

大
き
な
声
で
笑
い
合
う
女
性
た
ち
。
働
く
こ
と

の
喜
び
が
身
体
中
か
ら
溢
れ
て
い
た
。
ケ
ニ
ア

で
は
、
女
性
が
外
で
働
い
て
安
定
し
た
収
入
を

得
ら
れ
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
働
け
る
こ
と

に
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

バ
ラ
農
園
で
ひ
と
き
わ
楽
し
そ
う
に
働
く
ア

リ
ス
と
の
出
会
い
は
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

「
私
、
日
本
人
の
男
性
と
踊
っ
た
こ
と
が
あ
る

の
よ
」

　

と
、
得
意
げ
な
顔
を
し
て
私
に
話
し
か
け
て

き
た
の
だ
。

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
仲
良
く
な
り
、
ア
リ
ス

は
私
を
自
宅
に
招
待
し
て
く
れ
た
。
そ
の
道
中

で
彼
女
が
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
故ふ

る
さ
と郷

の
小
学

校
で
の
思
い
出
だ
っ
た
。

「
日
本
人
の
先
生
が
い
て
、
授
業
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
。
彼
は
、
日
本
の
踊
り
や
歌
を
教
え
て

く
れ
て
、
一
緒
に
踊
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
」

　

そ
う
言
っ
て
、
日
本
語
で
「
ふ
る
さ
と
」
を

歌
っ
て
く
れ
た
。
窓
の
外
に
広
が
る
ケ
ニ
ア
の

大
自
然
を
見
な
が
ら
聴
い
た
そ
の
歌
は
、
私
の

心
に
深
く
響
い
た
。

　

雨
季
の
始
ま
り
を
告
げ
る
雨
が
降
っ
た
肌
寒

い
日
だ
っ
た
の
で
、
彼
女
は
甘
く
て
熱
い
チ
ャ

イ
を
作
っ
て
も
て
な
し
て
く
れ
た
。
5
歳
の
娘

シ
シ
リ
ア
と
３
歳
の
息
子
ジ
ョ
セ
フ
、
そ
し
て

優
し
い
夫
ア
イ
ザ
ッ
ク
の
4
人
家
族
。
家
具
は

ベ
ッ
ド
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
テ
ー
ブ
ル
し
か
な

く
、
け
っ
し
て
裕
福
な
暮
ら
し
で
は
な
い
。
そ

れ
で
も
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
は
よ
い
教
育
を

桜
木
奈
央
子（
さ
く
ら
ぎ・な
お
こ
）

１
９
７
７
年
、高
知
県
生
ま
れ
、横
浜
市
在
住
。２
０
０
１
年
か
ら
ア
フ

リ
カ
に
通
い
始
め
、取
材
を
続
け
る
。雑
誌
や
新
聞
に
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

や
書
評
を
寄
稿
。小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
講
演
や
授
業
も
多
数
行
っ
て

い
る
。著
書
に『
世
界
の
と
も
だ
ち 

ケ
ニ
ア 

大
地
を
か
け
る
ア
テ
ィ
エ
ノ
』

（
偕
成
社
）、『
か
ぼ
ち
ゃ
の
下
で
│
ウ
ガ
ン
ダ 

戦
争
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
』（
春
風
社
）。

受
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
て
、
バ
ラ
農
園
の

仕
事
で
得
た
お
金
で
二
人
を
幼
稚
園
に
通
わ
せ

て
い
る
と
い
う
。

「
次
の
雨
季
に
は
、
3
人
目
が
生
ま
れ
る
の
」

　

ア
リ
ス
は
う
れ
し
そ
う
に
、
大
き
く
な
っ
た

お
腹
に
触
れ
な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。

　

バ
ラ
農
園
で
の
仕
事
は
朝
の
8
時
に
始
ま
る
。

朝
、
農
園
の
ゲ
ー
ト
近
く
に
あ
る
部
屋
で
赤
い

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

場
に
向
か
う
。
お
昼
の
時
間
に
な
る
と
敷
地
内

に
あ
る
食
堂
で
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
。
そ
の
あ
と

休
憩
を
は
さ
み
、
ま
た
夕
方
ま
で
働
く
。
4
時

半
に
な
る
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
私
服
に
着
替

え
、
5
時
に
は
帰
途
に
つ
く
バ
ラ
農
園
の
労
働

者
た
ち
。
近
隣
の
村
か
ら
来
て
い
る
者
も
い
れ

ば
、
ア
リ
ス
の
よ
う
に
職
を
求
め
て
遠
い
町
か

ら
引
っ
越
し
て
来
た
者
も
い
る
。

　

彼
女
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
働
く
姿
が
印
象
に

残
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
に
咲
く
バ
ラ
の

よ
う
に
、
力
強
く
て
美
し
い
と
感
じ
た
。

朝摘まれたばかりの新鮮なバラ。
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答えてくれ

た
人

パ
リ
協
定

　もう4半世紀以上前となる1992年に
「国連気候変動枠組条約」が国連の
場で採択されました。この条約に基づき、
95年から毎年「国連気候変動枠組条
約締約国会議（COP）」が開催され、
温室効果ガス排出削減に向けた議論
が行われてきました。97年に京都で開
かれたCOP3では、先進国に対して温
室効果ガス排出削減の目標数値を定め
た京都議定書が採択されました。しかし、
経済成長に伴って温室効果ガスが急増
している途上国や排出量が多い米国の
不参加などの理由で、新たな枠組みを
設ける必要性が出てきました。
　そこで先進国・途上国の区別なく、す

べての国が温室効果ガス排出削減目
標を設定し、さらにその達成に向けた取
り組みの実施を規定した新たな枠組み
が、2015年のCOP21で採択されまし
た。これが「パリ協定」です。この協定
では、産業革命以前と比べた世界全体
の平均気温の上昇を2度以内に抑え、
さらに1.5度以内とする努力を行うという
目標が打ち立てられました。そのために、
先進国・途上国の区別なく気候変動対
策をとることが義務づけられていて、「歴
史的な一歩」を踏み出したとされていま
す。閣僚級の交渉が連日夜中まで行わ
れ、採択された瞬間には議場が大きな
拍手と歓声に包まれました。

最近、気候変動対策に関連して
よく耳にする「パリ協定」という言葉。
その内容をズバリ解説します。

今月のテーマ

知っておきたい
国際協力⑪

教えて！ 外務省

国ごとに目標を定め、
5年ごとに見直します。2

すべての国が気候変動対策に
取り組むことを義務づけています。1

どんな協定なの？1

着実に
実施するためには？2

　パリ協定で決められた温室効果ガス
の削減・抑制の大枠に対し、各国はそ
れぞれの状況に応じて削減・抑制目標
を自主的に決めます。国ごとの目標は
「自国で決定する貢献（NDC）」と呼ば
れ、日本はNDCで、2030年度までに
13年度比26%の温室効果ガス削減
目標を定めています。
　NDCは5年ごとに見直しが義務づけ
られ、その実現のために各国はさまざま
な取り組みを行います。今注目されてい
るのは、使用時にCO2を排出しない水
素エネルギーの技術です。日本では、太

陽光発電の余剰電力で水素エネルギー
を作る取り組みが行われています。また、
水素を燃料にした自動車「MIRAI」（ト
ヨタ自動車）がすでに商用化され、東京
都では来年の東京オリンピック・パラリ
ンピックに向けて水素をエネルギーとす
る燃料電池バス100台を導入する予定
になっています。
　ただし、こうした新技術をさらに普及さ
せるためには30年、50年とかかります。
気候変動には、短期・長期の両方の視
点を持って対応することが不可欠です。

外務省
国際協力局 気候変動課 課長

孫崎 馨（まごさき・かおる）さん
1995年外務省入省。南アフリカ、英国、パ
キスタン、エジプトの各大使館勤務のほか、
ハーグ条約室長、北米第二課長などを経て
2018年7月より現職。

外務省ODA
広報キャラクター
ODAマン

©DLE

に1.3兆円の支援を官民で行うとの約
束に着実に取り組んでいます。
　気候変動は世界全体の問題。各国
が足並みをそろえなければ効果は上がり
ません。いちばん影響を受ける途上国
や島しょ国にとってはすぐに取り組むべ
き課題ですが、温室効果ガス削減より
も経済成長を優先したい国もあります。
日本はこの二つを両立させ、気候変動
対策を粘り強く進めていかなければなら
ないと考えています。日本は、国際協力
により途上国の気候変動対策に貢献
することが可能であり、これからも積極
的に取り組んでいきます。

日本が蓄積してきた経験や技術、また資金などで貢献します。3

パリ協定を通して、
日本が途上国に貢献できることは？3

G20気候持続可能
性作業部会で各国に
紹介された、日本の燃
料電池自動車。

左：パラオの首都があるコロール島とマラカル島を結ぶ堤防道路には上下水道や送電線・通信線
が併設されている。老朽化していて、高潮や台風などによる崩壊が懸念されていたが、日本の協力
による改修によって安全性が確保された。右：気候変動の影響で台風の被害も大きくなる傾向に
ある。ミャンマーでは、台風に強い校舎の建設を支援した（ともに写真提供：JICA）。

先進国も途上国も
一緒に

取り組んでいくよ

©DLE

　日本の温室効果ガス削減目標は、
2013年度比26%の削減です。
　日本はこれまで再生可能エネルギー
の利用、省エネなどを促進し、14年から
4年間連続で温室効果ガスは減少、17
年度の排出量は13年度比で8%以上
削減しており、この目標はかなり現実的
な数値です。こうして日本が蓄積してきた
さまざまな知識や技術で、これから温室
効果ガス削減に取り組む途上国に貢献
できると考えています。
　気候変動対策の経験が少なく、NDC
を策定するノウハウの蓄積がない途上
国には日本の経験を生かした政策支援

を行うことができます。また、エネルギー
効率のよい日本の省エネ技術を活用し
てもらえば、途上国の温室効果ガス削
減につながり、日本の企業にとっても海
外進出のきっかけになるというメリットも
あります。気候変動によってもたらされる
リスクを軽減する防災にも、日本の技術
を活用できます。たとえば、気温上昇に
よる海面上昇で高潮の被害が想定され
る島しょ国には、防潮堤建設といった防
災も考慮したインフラの整備支援が考え
られます。さらに、気候変動対策を目的と
した資金援助や民間投資を活発にする
ために、日本は途上国に対して、20年

　サモアをはじめ太平洋諸国は島国の
ため、海水面の上昇といった気候変動
の影響を受けやすい地域です。統計に
よればサモアの海水面の上昇は世界
平均より高く、年間4ミリ程度となってい
ます。2018年2月にサモアは大型のサ
イクロン「ジータ」により高波や河川の
氾濫で大きな被害を受けましたが、今後
も自然災害の激化が懸念されます。
　日本はかねてから同地域の気候変動
分野をはじめとする環境保全を目的とし
て、1993年にサモアに設立された地域
国際機関「太平洋地域環境計画事務
局」の活動を支援してきました。2015
年の第7回太平洋・島サミットにおいて
は、気候変動に対する支援策の一つと

して「太平洋気候変動センター」の建
設を表明しました。センターは供与先の
サモア政府から事務局に貸与され、運
営および管理を行います。
　同センターでは、大洋州地域の気候
変動分野における拠点として、気候変
動への適応や気候基金の活用に関す
る研修をはじめとする人材育成が行わ
れ、年間約1,400人の政府
職員や関係者の研修が可能
となります。その研修活動を
支援するため、日本は19年
7月に二人の長期専門家を
派遣しました。また、ニュー
ジーランドは日本と連携して
「太平洋気候変動センター」

に協力を行う考えで、職員の人件費を
拠出する予定です。
　同センターは完工を経て19年8月に
活動を開始する予定です。太平洋地域
における気候変動の分野での日本のイ
ニシアティブに、サモアの人々の感謝と
期待が高まっています。
　　　（在サモア日本国大使館 参事官 貴志 功）

「太平洋気候変動センター」の完成と
今後の展望

在外公館レポート from  Samoaサモア

子ども用ワンピースを製作した生徒。

「太平洋気候変動センター」の完成図。

首都 ： アピアサモア
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なごや地球ひろば（JICA中部）

　なごや地球ひろばでは第7回アフリカ開発会議
（TICAD7）に合わせて、パネル展を開催してい
る。アフリカ各国の人々の暮らしや、豊かな自然、
動物や鳥などを色鮮やかに描いたアフリカ現代
アートを紹介。また、JICAがアフリカで展開する事
業の写真パネルや、世界各国と日本の子どもたち
が世界に訴えたいメッセージを込めて共同制作し
た巨大絵画も展示している。

　夏休み期間中に、展示やイベントを見学・体験していくスタ
ンプラリー「つくばちびっ子博士」をつくば市とつくば市教育委
員会が主催する。JICA筑波も会場となり、特別展示を開催。
期間中は「知ろうアフリカ展」や「洋服からたどる途上国展」
の展示をはじめ、民族衣装の試着体験や民族楽器の演奏など
を行う。JICA筑波内のレストランではアジア、中東、アフリカ、
南米など世界各国の料理を楽しむこともできる。

アートを通してアフリカを知ろう

夏休みイベント開催中

B
O
O
K

 『
す
べ
て
は
救
済
の
た
め
に 

 

デ
ニ・ム
ク
ウ
ェ
ゲ
自
伝
』

　
ア
フ
リ
カ
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
東
部

で
は
、武
装
勢
力
な
ど
が
地
域
住
民
を
支

配
す
る
た
め
の〝
武
器
〞
と
し
て
性
的
暴
力

が
横
行
し
、
幼
児
か
ら
年
配
者
ま
で
の
女

性
が
襲
わ
れ
て
い
る
。
耳
を
塞
ぎ
た
く
な
る

凄
惨
な
性
的
暴
力
の
被
害
女
性
た
ち
は
、

心
身
を
壊
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、け
が
れ

た
者
と
し
て
家
や
社
会
か
ら
追
い
出
さ
れ
、

病
院
に
た
ど
り
着
け
る
の
は
ご
く
一
部
だ
け

だ
と
い
う
。

　

本
書
は
、こ
の
地
で
約
４
万
人
以
上
も

の
被
害
女
性
の
治
療
に
あ
た
っ
て
き
た
産

婦
人
科
医
師
の
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
さ
ん
の
自
伝
。

彼
は
治
療
だ
け
で
は
な
く
、時
に
は
自
ら
が

危
険
な
目
に
遭
い
な
が
ら
も
命
を
か
け
て

性
的
暴
力
撲
滅
と
女
性
の
地
位
向
上
を
国

際
社
会
に
訴
え
続
け
、昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
。

　

本
書
を
通
じ
て
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の

実
態
を
よ
り
多
く
の
人
が
知
り
、
支
援
の

輪
が
い
っ
そ
う
広
が
る
こ
と
を
願
う
。

デ
ニ・ム
ク
ウ
ェ
ゲ 

著
、 

加
藤
か
お
り 

訳
、

あ
す
な
ろ
書
房　
１
６
０
０
円（
税
別
）

M
O
V
IE

『
風
を
つ
か
ま
え
た
少
年
』

　

2
0
0
1
年
に
大
き
な
干
ば
つ
が
襲
った
ア

フ
リ
カ
最
貧
国
の
ひ
と
つ
、マ
ラ
ウ
イ
が
舞
台
。

　

14
歳
の
少
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、貧
困
の
た
め

学
費
を
払
え
ず
学
校
に
通
う
こ
と
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。そ
ん
な
中
、図
書
館

で
１
冊
の
本
に
出
合
い
、風
力
発
電
の
で
き

る
風
車
で
乾
い
た
畑
に
水
を
引
く
こ
と
を
思

い
つ
く
。

　

村
に
は
い
ま
だ
に
祈
り
で
雨
を
降
ら
せ
よ

う
と
す
る
信
仰
が
根
強
く
残
る
。
廃
品
を

使
い
独
学
で
風
車
を
作
る
と
い
う
彼
の
行
動

に
は
、父
親
で
さ
え
理
解
を
示
そ
う
と
し
な

い
。
そ
れ
で
も
家
族
を
助
け
た
い
と
い
う
彼

の
ま
っ
す
ぐ
な
思
い
が
、徐
々
に
周
り
の
人
び

と
を
動
か
し
始
め
る
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
こ
の
実
体
験
を
も
と
に
つ

づ
っ
た
書
籍
『
風
を
つ
か
ま
え
た
少
年
』（
文

藝
春
秋
刊
）は
、世
界
23
か
国
で
翻
訳
さ
れ

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
過
酷
な
環
境

に
あ
っ
て
も
、学
ぶ
こ
と
で
力
を
得
て
未
来

を
切
り
開
い
て
いっ
た
少
年
の
物
語
。

◦つくばちびっ子博士2019
会期： 2019年7月22日（月）～
 8月30日（金）10:00 ～17:00
会場： JICA筑波
 茨城県つくば市高野台3-6

入場無料、事前申
し込み不要。
詳 細はJICA筑 波
まで。

詳細はこちら

２
０
１
８
年
／
イ
ギ
リ
ス
、マ
ラ
ウ
イ
／

１
１
３
分
／
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

監
督
・
脚
本
・
出
演
：
キ
ウ
ェ
テ
ル・イ
ジ
ョ

フ
ォ
ー

８
月
２
日（
金
）よ
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ラ
ス

ト
シ
ネ
マ
有
楽
町
、新
宿
武
蔵
野
館
ほ
か

全
国
で
順
次
公
開
。

© 2018 BOY WHO LTD / BRITISH BROADCASTING 
CORPORATION / THE BRITISH FILM INSTITUTE / 
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読者
プレゼント

詳細は
p.38へ

本
と
映
画
の

新
着
情
報

イチ
オシ！
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JICAイベントカレンダー

7月10日（水）~11月10日（日）

7月22日（月）~8月30日（金）

◦パネル展「はずむ！ カラフルアフリカ展」
会期： 2019年7月10日（水）～11月10日（日）10:00 ～18:00 
休館日： 月曜日
  （祝日の場合は開館し、翌日休館）
会期： なごや地球ひろば（JICA中部）
 愛知県名古屋市中村区平池町 4-60-7 

入場無料、事前申し込み不要。
詳細はなごや地球ひろば（JICA中部）まで。

詳細はこちら

　地域の人びとと世界各国から来たJICA
研修員や留学生を結ぶ、国際交流イベント
を開催する。研修員と交流するゲームやクイ
ズのほか、NGOの活動内容を紹介するコー
ナー、フェアトレード商品の販売などたくさん
の企画が用意されている。中庭のステージ
では、それぞれの国の伝統舞踊や弾き語り
などさまざまなパフォーマンスが行われ、子ど
もから大人まで楽しめる内容となっている。

遊んで学ぶ世界の文化
◦世界ふれあいひろば2019
   ～観て食べて交流して、世界のとびらを開こう！～
日時： 2019年8月31日（土） 10:00 ～15:00
会場： JICA北海道（札幌）
 札幌国際交流館（リフレサッポロ）
 北海道札幌市白石区
 本通16丁目南4-25

入場無料、事前申し込み不要、
途中退出可。
詳細はJICA北海道（札幌）まで。

詳細はこちら

JICA北海道（札幌） 8月31日（土）

JICA筑波

TICAD7開催地で知るアフリカの世界
◦Next Stage “Africa”   ─アフリカの現

い
在
ま

と未来─
  （第7回アフリカ開発会議横浜開催連携事業）
会期： 2019年8 月2日（金）～12月1日（日）
 10:00 ～18:00 
会場： JICA横浜  1、2階ギャラリースペース
 神奈川県横浜市中区新港2-3-1

入場無料、事前申し込み不要。
詳細はJICA横浜まで。

詳細はこちら

JICA横浜 8月2日（金）~12月1日（日）

　8月28日から横浜で第7回アフリカ開発会
議（TICAD7）が開かれる。JICA横浜では第
1回から6回までを振り返り、その成果やアフリ
カと日本の関わりを写真や映像で紹介するほ
か、イノベーションで急成長するアフリカの様
子も紹介する。また8月24日には、アフリカ音
楽の演奏会や、民族衣装の紹介、絵本の読
み聞かせなどのイベントを予定している。

◦企画展示「コーヒーが結んだ日系人と日本」
会期： 2019年6月29日（土）～10月6日(日）
 10:00 ～18:00 
会場： JICA横浜 海外移住資料館  
 神奈川県横浜市中区
 新港2-3-1

入場無料、事前申し込み不要。
詳細はJICA横浜まで。

詳細はこちら

 コーヒーと日本人移民の関わり
　日本におけるコーヒーの普及は、海外に渡った日本人移
民と密接な関係がある。海外移住資料館では、ブラジルや
ハワイのコーヒーと日本人移民の関わりや、彼らがコーヒー
普及に果たした貢献をパネルで紹介。また9月1日には特別
講座として、明治時代末期から続く銀座の老舗喫茶店「カ
フェーパウリスタ」社長の長谷川勝彦さんを講師に招き、日
本のコーヒー文化と歴史を語ってもらう。

あわせて 
こちらも!!

◦JICA国際協力中学生・高校生
　エッセイコンテスト2019
募集期間： 2019年6月7日（金）～
 9月11日（水）当日消印有効

個人、学校単位の応募も可。
詳細はJICA地球ひろばのウェブサイトまで。

詳細はこちら

6月7日（金）~9月11日（水）

JICAエッセイコンテスト

　長い歴史があり、毎年開催されている中
高生を対象としたエッセイコンテストで、今年
の募集テーマは「よりよい世界の未来を目
指して～私たちから始まる一歩～」。上位入
賞者には、途上国の現場を視察する約1週
間の海外研修の機会や、フェアトレード商
品等が贈られる。

国際協力への
思いをつづった
中高生のエッセイ募集中！

募集期間

コンテスト
について
詳細は
p.39へ

昨年のイベントの模様。

昨年のイベントの模様。
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◦アンケートの送付、定期送本、バックナンバーの取り寄せ
　に関するお問い合わせは木楽舎までお寄せください。
◦本誌掲載の記事、写真、イラストなどの
　無断転載を禁じます。

mundi

 9月号  特集 
NGO  世界をつなげる市民のちから
現地に密着して国際協力に取り組むNGO。JICAとの連携によって、その強みがいっそ
う発揮されている現場を紹介します。

次号予告（2019年9月1日発行予定）

JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
また、こんな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せくだ
さい。お寄せくださった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げま
す。下記項目をお書き添えのうえ、巻末のアンケートはがき、Eメー
ル、またはファクスでお送りください。

●氏名　●住所　●電話番号　●年齢　●性別　●職業
●本誌を入手した場所　●面白かった記事　●本誌へのご意見・
ご感想
●JICAへのご意見・ご質問　●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載す
る場合があります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報
は、プレゼントの発送および誌面の向上に役立てること以外の目的で使
用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

◎応募締め切り 2019年9月15日

アンケートのお願い プレゼント
付き

［2019年8月号のプレゼント］

タイのお土産
蚕繭のフェイシャルスクラブ
2名様

1

パラオのお土産
首飾りとココナツミルクの石けん

1名様

2

書籍
 『すべては救済のために
　デニ・ムクウェゲ自伝』

デニ・ムクウェゲ 著、
加藤かおり 訳　あすなろ書房
1名様

3

●申し込み方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記の上、所定の金
額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。入
金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1週
間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なりま
すので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。

定期送本の
ご案内

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでもご覧になれます。
http://www.jica.go.jp/publication/mundiJICA mundi

大学のときインドネシアに留学していました。ついにジャカルタに
地下鉄が開通したとの記事に、懐かしい日々が蘇ってきました。こ
の20年の間にすっかり様変わりしているであろうインドネシアへ、
いつか家族を連れていきたいです。
 （鳥取県／ 40代／女性）

私たちが当たり前だと思っている生活は、日本の技術力や制度が
しっかりしていることなしには成り立たないのだということをあらた
めて感じました。それらが途上国の国造りにも大きな影響を及ぼし
ていることに感銘を受けました。
（神奈川県／ 30代／女性）

5月号「特集 日本式の協力　
だから、日本式！～国造り編～」を読んで

6月号「特集 港湾・海上保安
自由で安全な海と港」を読んで
海上保安庁が東南アジア諸国の沿岸警備隊に協力しているの
は知っていましたが、JICAも協力しているというのをはじめて知るこ
とができてよかったです。また、サミットに関する「教えて！ 外務省」
（p.34）の記事は、G20大阪サミットが開催されることもあり、タイム
リーな記事だったので関心を持って読むことができました。
（和歌山県／ 20代／男性）

片上小学校の「“届けよう、服のチカラ” プロジェクト」（p.26 世界
につながる教室④）は、不要な服のあまりの量に驚きました。大量
生産・大量消費の生活は、いつか破綻するのではないでしょうか。
（徳島県／ 40代／男性）

読者の声

　

J
I
C
A
は
今
年
で
58
回
目

と
な
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中

学
生
・
高
校
生
エッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
」
を
開
催
。
国
際
協
力
に

つ
い
て
、若
者
な
ら
で
は
の
体
験
や

思
い
を
つ
づ
っ
た
作
品
を
募
集
し
て

い
る
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、国
際
社
会
が

直
面
し
て
い
る
課
題
を
多
く
の
中

高
生
に
知
っ
て
も
ら
い
、行
動
す
る

き
っ
か
け
を
つ
か
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
。
今
年
度
は「
よ
り
よ
い

世
界
の
未
来
を
目
指
し
て
〜
私
た

ち
か
ら
始
ま
る一
歩
〜
」
が
テ
ー
マ
。

　

審
査
員
長
は
、中
学
生
の
部
は

教
育
評
論
家
の
尾
木
直
樹
さ
ん
、

高
校
生
の
部
は
女
優
で
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
の
星
野
知
子
さ
ん
。
名
誉
審
査

員
長
は
、「
J
H
P
・
学
校
を
つ
く

る
会
」の
代
表
理
事
を
務
め
る
、脚

本
家
の
小
山
内
美
江
子
さ
ん
だ
。

　

最
優
秀
賞
、優
秀
賞
の
受
賞
者

に
は
、副
賞
と
し
て
約
１
週
間
の
海

外
研
修
の
機
会
が
贈
ら
れ
る
。
青

年
海
外
協
力
隊
の
活
動
現
場
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
を
回

り
、
途
上
国
の
暮
ら
し
や
国
際
協

力
の
取
り
組
み
な
ど
を
視
察
す
る
。

　

応
募
の
締
め
切
り
は
9
月
11
日

（
当
日
消
印
有
効
）。
詳
細
は

「
J
I
C
A
地
球
ひ
ろ
ば
」の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
ま
で
。

「エッセイコンテスト2019」作品募集中
副賞に約1週間の海外研修

 JICAのニュース&トピックスをもっと読みたい方はアクセス！
https://www.jica.go.jp/information/index.html
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言葉にすることが、自分と世界を動かす第一歩ニュース深掘り！
　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
1
9
6
2
年
に「
海
外

移
住
懸
賞
作
文
」と
い
う
名
前
で
始
ま
り
、世
界

の
問
題
に
目
を
向
け
、考
え
、行
動
す
る
き
っ
か

け
を
、長
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の
中
学
生
・
高
校

生
に
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
過
去
の
受
賞
者
に

は
、外
務
省
や
国
際
機
関
・
国
際
協
力
団
体
の

職
員
や
、医
師
・
通
訳
な
ど
、世
界
の
舞
台
で
活

躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
数
多
く
い
ら
っし
ゃい

ま
す
。

　

長
年
の
実
施
に
よ
っ
て
教
育
分
野
か
ら
の
信

頼
も
高
ま
っ
て
お
り
、入
賞
実
績
が
大
学
の
推
薦

入
試
で
高
く
評
価
さ
れ
た
受
賞
者
や
、作
品
が

道
徳
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
世
界
の
現
状
を〝
自
分
ご
と
〞と

し
て
と
ら
え
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と

は
、来
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要

領
で
掲
げ
ら
れ
た「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
」の
育
成
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、多
種
多
様
な
切
り
口
で
書
か
れ
た
作

品
が
届
き
ま
す
。身
近
な
環
境
問
題
や
外
国
人

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
友
情
だ
っ
た
り
、あ
る
い
は
持

続
可
能
な
街
造
り
な
ど
、世
界
の
現
状
や
課
題

に
対
し
、自
分
で
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
、

「
行
動
す
る
大
切
さ
」
を
書
い
て
い
る
作
品
が
多

い
の
も
特
徴
で
す
。大
い
な
る
探
求
心
を
も
っ
て
、

エッ
セ
イ
を
書
く
こ
と
で
、世
界
の
課
題
の
解
決

に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

人事部、秘書室、青年
海外協力隊事務局等を
経て、2014年より広報
室地球ひろば推進課で
開発教育支援事業に
携わる。

広報室

藤田美和 
ふじた・みわ

2016年度の中学生の部の入賞者はモンゴルで第4火力発電所を視察した。

│7月11日│ インドネシア初。大規模下水処理施設の導入を支援
    円借款貸付契約に調印。生活・衛生環境の改善と水環境保全に貢献。

│7月 8日│  ネパール地震から4年。住民参加の震災復興を支援
   災害発生前よりも災害に強い社会へ。技術協力プロジェクト討議議事録に署名。

│7月 4日│  ギニア、老朽化したスンバ橋の架け替えに無償資金協力
   贈与契約を締結。幹線道路における、交通・物流の改善を目指す。

◦JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト2019
応募期間：2019年6月7日（金）～2019年9月11日（水）
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生きる力を育む工房

「わたしが見つけたSDGs」に写真と原稿をお寄せください。貧困や気候変動、格差ほか、いま世界が直面
している課題に取り組む人々の姿など、SDGsの17の目標を身近に感じられる作品をお寄せください。
応募要項：写真1点（ご自身が撮影されたもの）、文字原稿400字以内。
＊写真内の被写体に関する肖像権およびその他の権利は、投稿者の責任において被写体や権利保持
者の承諾を得るなど必要な措置をとったうえでご応募ください。

ご応募・お問い合わせ先▶ML_JICAPR@jica.go.jp（『mundi』編集部宛て）

あなたの投稿をお待ちしています！

「
自
分
が
思
っ
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
イ

メ
ー
ジ
と
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
働
く
女
性
た
ち
は
み
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
や
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
素
敵
だ
な
と

思
い
ま
し
た
」

「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｕ（
サ
ラ
ス
ー
ス
ー
）」
の

工
房
を
訪
れ
た
日
本
の
高
校
生
の
言
葉
で
す
。

　

世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
が
あ
る
町
、

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
。
そ
こ
か
ら
車
で
１
時
間

ほ
ど
離
れ
た
ク
チ
ャ
村
で
、
私
た
ち
は
バ
ッ

グ
や
サ
ン
ダ
ル
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

作
り
手
は
最
貧
困
家
庭
出
身
の
女
性
た
ち
。

十
分
な
教
育
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
彼

女
た
ち
に
と
っ
て
工
房
は
学
校（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ａ
）

で
も
あ
り
、
が
ん
ば
る（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
）
こ
と
を

学
ぶ
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

は
さ
み
も
握
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
「
も

の
づ
く
り
」
初
心
者
の
女
性
た
ち
が
、
良
い

商
品
作
り
に
励
む
こ
と
で
自
信
を
つ
け
自
立

し
た
女
性
へ
と
成
長
し
て
い
く
―
―
そ
ん
な

彼
女
た
ち
の
生
き
る
姿
に
触
れ
る
と
、
私
た

ち
も
勇
気
を
も
ら
い
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

工
房
で
は
、
彼
女
た
ち
の
こ
と
を
多
く
の

人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か

ら
訪
問
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
作
り
手

の
こ
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
と
、
自
分
自
身

の
こ
と
に
つ
い
て
ぐ
っ
と
考
え
を
深
め
ら
れ

る
時
間
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
月
の
投
稿（
文
）　

横
山
優
里
さ
ん

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
共
同
代
表
。２
０
１
３
年
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
。

現
地
工
房
に
て「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
」ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、

〝
作
り
手
も
使
い
手
も
幸
せ
な
サ
イ
ク
ル
を
、も
の
づ
く
り
を

通
じ
て
実
現
す
る
〞を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
活
動
中
。

1．貧困をなくそう
5．ジェンダー平等を実現しよう
8．働きがいも 経済成長も
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SALASUSUの工房で働く女性たち（写真提供 ： Ayako Kimura）。




